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騒 事 業

博物館での展示は、常設展と企富展から成る。

常設展は、穂高の自然、産史、文化、自然のしくみ

等が概観でき、また、全国的・世界的なかかわりにつ

いても理解できるよう、いろいろなテーマを定めて展

示している。部分的な展示替えや資料の入れ替えは随

時行っているが、基本的な展示の構成は開館以来変

わっていない。しかし、開館10周年が過ぎ、常設展の

更新（リニューアル）をどう図っていくかが大き

題となっている。

企画展は、専用の企画展示室を使って年3～4回行

うことにしている。

ンの紹介、学芸員の研究成果に基づく地域自然誌や文

化の紹介、全国的あるいは世界的な広がりの

示など様々なテーマをおりまぜ、数年先までのスケ

ジュールをたてて計画的に取り組んで、いる。

し常設農

( 1）常設展の講成

博物館の常設展示は、

ブラタ記念ホールの展示の3ワ

場総合麗示

「諒島の自然と歴史」を

と文化、現在の白

部門畏示およびラ

ら構成されている。

ーマとし、徳島の歴

きるよう、次の7

つの大テーマにそって展示が展開されている。

：．日本列島と四国のおいたち

2.狩人たちの足跡

3.ムラからクニヘ

4。 泊中世の阿波

5.藩政のもとで

6. 

7 . {cg(；島の自然とくらし

毒警部門震示

とはちがった角度から、

的、分類的な展示を行っている。

人文：焼物のうつりかわり／何技の美術工芸／徳、鳥

の歴史・民俗資料 など

自然：いろいろな岩石／鉱物／いろいろな動物／生

物の生活と自然のしくみ など

ごとの個別

母ラブラタ記念ホー

アルゼンチン共和毘のラブラタ大学から寄贈さ

南アメリカ特有の更新世晴乳動物化石を展示してい
ブ屯コ。

主な展示資料：

メガテリウム全身骨格（レプリカ）

パノクツス全身骨格および甲

マクラウケニア全身骨格（レプリカ）

トクソドン全身、骨格（レプリカ）

スミロドン全身骨格（レプリカ）

ヒッピデイオン全身骨格（レプリカ）

ステゴマストドン頭骨（レプリカ）

（岳部門麗示の麗示替え

門展示（人文）では、テーマを決めて随時展

えをしている。平成12年度は次の展示を行ーった。

くらしの中の藍染一服議コレクションー

3月29El (7｝：＿）～ 5月28日（日）

企画展「藍のよそおいJに関連し、民俗分野
してきた藍染資料をまとめて展示した。

事山の祈り一｛髄柔道の世界一

6月13日（火）～8月27日（日）

語蔵の修験道関係資料や写真を展示し、山岳信仰。

修毅道の歴史を紹介した。

争江戸時代の絵覇一館議品から－

8月29日（火）～10月22百（司）

うち、これまでほとんど／畏示す

る機会のなかった作品や、未公聞の作品を展示した。

事纏患に生んだポルトガjんに＠モラ工ス

10月24日（火）～ 1月28日（ヨ）

をもとに、モラエスの著作や人とごとりを紹

介した。

場議光寺墓地出土品

1月30日（火）～ 4月22日(8)

蜂蜜費家と穂高藩士の墓から出土し

iコレクション
］月初日（火）～4月22B （日）

設石JII霊平氏寄贈資料のうち、主とし

板碑の拓本を展示した。



3月27日（火）～

門市から寄託さ

俗文化財）の一部を展示した。

2現金覇震

？｛＼  

〔了疋j

（国指定重要有形民

平成12年度は、次の4田の企画展を行った。

( 1）第 1盟企画展「藍のよそおい］

窓島l土、藍染の原料である藍の産地として古くから

で忘る。ところで、藍染といえば濃紺に染め

民の日常着を思い浮かべるが、染織の歴史を見渡した

とき、藍はじつに様々な色合いによっ

れている。

この企画展では、江戸時代のきものを中心に紹介し

ながら、藍染の多議性を紹介した。

議襲期額 平成12年4月18日（火）～ 5丹21日（臼）

事会場博物館企画展示室

事麗示構成と主なJ農示資料

①染と

（国立歴史民搭博物館麗）

（京都国立！専物錯蔑）

貝橋と海松員斜設文様振袖（黒JI！古文化研究所蔵）

②友禅染

繋丈；禄小袖

清面散菊菊文様小袖（奈良県立美術舘蔵）

（東京国立博物館蔵）

③夏の衣装

流水紅葉文様椎子

（サントリー

（大阪市立博物語蔵）

全蕗援「震のよそおいjの会場

震覧事業 3 

左記紋入井桁耕入賞斗弓（徳島市立窓島域博物館蔵）

柳と流水草花文様繍箔（彦根城博物舘蔵）

⑤実用のきもの

剣酸醤紋付看板

鶴丸紋夜着（個人蔵）

争観覧料一殻200円／高校・大学生100円／小 s 中学

費量期間中の観藍者数 3ヲ039人

轡企麗展関連行事

①記念講演会 5月7日（日） 13 : 30～15: 00 

講師：長崎巌氏（東京国立博物館染織室長）

企画展［藍のよそおいj記念講演会（講師は長崎巌長）



4 展覧事業

：：藍の歴史

会場：文化の森イベントホール

をしようJ

4月23日（日） 参加者25人

各企画展解説

第 I回： 4月30日（日） 参加者25人

第2回： 5月4El （木） 参加者38人

2自企画展「さよならお世記ーカメラがと

らえた田本の1

人類の歴史の中で20世紀ほど激動に満ちた時代はな

し＼0 日本にとって20世紀前半の50年は戦争の時代であ

り、後半の50年l土、高度成長により経済太国となった

一方で、環境問題をはじめ様々な問題を露出させた時

代だったと言、える。こうした歴史をふりかえる時、写

真は貴重な歴史の「証人」となる。幾多の言葉を並べ

るよりも、 l枚の写真を見つめることで、私たちの脳

裏にはその時代背景が鮮やかに浮かび上がらってくる。

本展では、こうした写真資料3を通して私たち日

にとっての20世紀という持伐を改めて見つめなおし
-/-, 
j」。
なお、本展は文化の森罰圏10周年記念事業の一環と

して、 21世手己主官カf主イ本となって関？墨した。

審期間平成立年8月lB （木）～ 7月9日（日）

審主催穂島県立21世紀錯・徳島県立博物語・毎日新

ョ博物館企画展示室 a

、平成の4時代 よ乙ピ

・ CD ROMに1又めら
＠クラシックカメラ25点

。インターネットを通じて、毎日フォトパンクにある

20万枚の写真にアクセス

暑大型液晶テレピでのと映

母罷覧料

中 0, 

直かちゃって



￥ 

） は、こうした私たち人間の活動にとも

らやってきて、もともとの生育地とは違

っている生きもの（侵入者たち）にスポッつ
トをあて、その素顔を紹介した。ブラックパスの問題

など身近な生きものの話題が多く、関心が高かった。

鶏期間平成i2年7月四百（火）～ 9月10臼（日）

事会場博物館企画展示室

事j展示構成と主な展示資料

①侵入者たちの素顔

侵入者とは

侵入方法

侵入者たちのくらす場所

侵入者たちの移り変わり

②いろいろな侵入者たち

手直物（ヒガンバナ、セイタカアワダチソウほか）

脊椎動物（ソウギョ、カダヤシほか）

昆虫（バナナセセリ、オオモンシロチョウほか）

昆虫以外の蕪脊椎動物（スクミリンゴカイほか）

③話題になった侵入者たち

ムま ったナjレトサワギク

（キクタニギ夕、イワヨモギ）

ち（オオクチパス、プルーギ

jレ）

毒グモ騒動（セアカゴケグモ）

市民が集めた帰化植物

事観覧料一殻200円／高校ー大学生100丹／小ー中学

展覧事業 5 

審期間中の観覧者数 7,847入

場企画展開運行事

①野外自然かんさつ「婦イヒ生物をさがそうj

第1回： 4月初日（ヨ）穂島市参加者8人



6 農覧事業

企画展「侵入者たちJの会場

企画展行委入者たちJ展示解説

第2酉： 5月28日（日）鳴門市参加者10人

3面： 7月308（日）徳島市参加者51人

講師：－西JII喜朗氏（追手門学院大学教授・元百本

蜘妹学会会長）

②展示解説

第l酉： 7月23日（日） 参加者41人

2回： 8丹6日（日） 参加者39人

(4）第ヰ圏全車麗

この企画展は、文化の森総合公盟関富山周年記念企

画展として開催した。

出世紀館の担当者による実行委員会を

進め、開催に至ったものである。

文化の森の問題10周年にあたる2000年は、ちょうど

20世記最後の年であり、同時に21i世紀への助走の年で

もあった。時代の転換が意識されたり、不安感と期待

感が交錯する世相を踏まえ、歴史のな

や20世紀の歴史・文化、さらには未来イメージを取り

上げ、全体として「世紀末jと「薪世紀jの意味を

えるものとして構成した。多彩な内容となうたため、

かえって年齢を超え い層の関心をE乎ぶことがで

き、記念事業にふさわしいものとなった。

審主糧 穏島県立図書館⑮博物館・近代美術舘ー丈書

盛期間平成12年10月20ヨ（金）～日月26日（ヨ〉

審会場博物館企画展示室・ 21世紀館多目的活動室・

近代美術舘ギャラリー

勢畏示講成と主な展示資料

①歴史のなかのミレニアム 末j去の精神誌

＠地獄と

地獄絵図（高松市霊史資料館蔵）

聖衆来迎図（願勝寺蔵）

＠祈りのタイムカプセルー

（大山寺蔵）

滝の宮経；塚出土品（美馬町教育委員

②20i世紀トピックス

a.メディアのなかの20世紀

－各種新聞（徳島県立文書館蔵）

b.戦争と危機

世紀

アジア太平洋戦争関保資料（当館蔵）

ラは語る

ラ映画関係資料（東宝映像美術蔵）

C. 「豊かさjの光と

・身近なそ／の移り変わり



地獄と救済戦争

展覧事業 7 

経塚

戸
メディアのなか

4ーーの20世記

2号館 20世紀トピックス（その1)

山
口絶滅

駄
菓
子
屋

1号館歴史のなかのミレニアム

おもちゃ

模型 亡コ〈 PC （画像DB) 〉勺風景画

仁コ
ビデオ 4台 ビ （目下作品）

写
2号館 20世紀トピックス（その2)

真

3号館 復
仁コ 風

未来への :,i:; 

a~a 景

まなざし 画

（その1)

康
石

海野十三 史
JI! 
4乍

日
写 タイムカプセル 品
真 カメラ 、明J

口
歴史写真

歴史写真

なつかしの未

来イメージ
戦前の徳島

空中写真 市街地図 歴史写真

「三種の神器」など

※会場のうち近代美術館ギャラリーの図は省略した。ギャラリーにおける展示内容は「3号館未来へのまなざし（その2)J 

である。

家電製品（芝原生活文化研究所蔵）

戦後のおもちゃ各種（日本玩具資料館蔵）

．絶滅

コウノトリ、ニホンカワウソ等生物の標本（当

館蔵）

d.徳島の20世紀

－徳島の風景

徳島県関係歴史写真（徳島県立文書館蔵）

徳島県出身画家による風景画（徳島県立近代美

術館蔵）

映像資料（四国放送蔵）

・ 21世紀に残したい「私の宝もの」

開国10周年記念タイムカプセルおよび収納資料

（当館蔵）

③未来へのまなざし

－海野十三が描いた未来

海野十三著作物（徳島県立図書館蔵）

海野十三関係資料（海野十三の会蔵）

．こどもたちの21世紀像

徳島県立近代美術館ワークショップ作品

．観覧料無料

．観覧者数 15,784人

・展示解説

第l回： 11月3日（金） 参加者30人

第2回： 11月12日（日） 参加者20人

．タイムカプセルの製作



き

1デ

関連行事

中に、本企画震を共濯し

自の を開催したので、参考のため概要を

しておく。

①講演会（

日時： 11月19日（B)10:00～12: 00 

百本人初

：女房が宇宙を飛ん

会場：文化の森イ》ミントホール

企富農「世紀末大博覧会jの会場（毅菓子屋の復元）

ャラリートーク

日時： 10R28日 296 （日）

11月4a （土）ョ 5日（日） • 11 B 

12 a （日）号 25日
いずれも14:00から

・ 26臼（日

イw八ミントホーJv

3監

として、 11月3～ 5日

したが、その全作品

24日（日〉

1,850人

これまで、文化の森5

学習課）との共程で、

問題啓発標語ポスター

作品展）を行ってきた。

自に当たることから、

と窓島県教育委員会（生涯

2 [IT}の同和問題啓発畏（同和

よ

は国際識字年10年自の

徳島県およ



係各課も加わり、 1回にまとめ、規模を拡大して実施

した。

・主催徳島県・帯、島県教育委員会

・期間平成12年8月26日（土）～9月8日（金）

・会場近代美術館ギャラリー・ 21世紀館多目的活動

室・ミニシアター（ビデオ上映）

・期間中の入場者数 1,561人

(3) 「関西ミュージアム・メッセ2000Jへの出展

本展示会が平成12年5月24日（水）～27日（土）、

関西ミュージアム・メッセ2000実行委員会の主催によ

り大阪国際会議場で開催された。

この展示会は97年に次いで2回目だが、関西広域連

携協議会の「文化・観光事業Jとして位置づけられて
いることから、徳島県に対しても強い出展要請があ

り、結局、文化の森の博物館と近代美術館が共同で1

ブースの展示を行った。会期中は、博物館、美術館お

よび生涯学習課の職員が交代で立ち会いを行った。

なお、出展に要する費用は生涯学習課が負担した0

・博物館の展示資料

文楽着付け人形（お弓、お鶴） 2体

人形頭 3点

藍染め着物 1点、

藍染め関連小物 4点

4 .常設展の更新に向けての取り組み

当館では、開館10周年をめどに常設展の全面更新を

実現したいと考え、開館5年目にあたる平成7年度か

ら館内での検討を行ってきた（年報7号参照）。そし

て、開館10周年目に当たる12年度にリニューアル・

オーフ。ンする計画で、の予算要求を行ったが、厳しい財

政状況等もあって、事業化は認められなかった。

そこで、 10年度以降は、車椅子使用者の視点から現

行展示のチェックを行うなど、現行展示の問題点の把

握に努める一方、常設展更新計画（案）の練り直しに

よる事業規模縮小の可能性についても検討し、できる

だけ早い時期での常設展更新が実現するよう、その方

途を探っている。

また、最近展示のリニューアルを行った先進舘に対

する調査も継続してきており、 12年度には次の調査を

行った。

新潟県立歴史博物館：新たな展示手法の研究

展覧事業 9 

5 .展示関係出版物

・企画展図録・解説書

．第1回企画展図録「藍のよそおいj

2000年3月31日発行、 A4判52ページ（35カラーペー

ジ）、 700部＋友の会増刷分300部

．第3回企画展解説書「身のまわりの侵入者たち」

2000年7月18日発行、 A5判48ページ（全ページカ

ラー）、 700部十友の会増刷分300部

・第4囲企画展図録「世紀末大樽覧会公式ガイドブッ

ク」

2000年10月20日発行、 A4判32ページ（全ページカ

ラー）、 900部＋友の会増刷分300部



、大

（植

f手書の自黙とくらし

｛手島は、県内でも数少ない人が住む離島であり、古

い漁村の形態を今も残している。また、ササユリ

息地としてよく知られている。しかし、ケブカアキ／

タムラソウといったこの島にしかない貴重な糧物につ

いてはあまり知られていない。特に、島の中央部

くは水田として利用されていたが、現在では設

に変わり、絶滅危倶動植物の生

を行いなが

復元鏑鐸の製作工程のうち主たる工程を写真。やデ

ジタルどデオなどの挟イ象として記録した。

に関する資科の収集に努力してきた。銅鐸の製作

技法の荷究についても、 X隷透過撮影なども！言、用して

な視点から調査を続けている。

本課題調査では、これまで、の様々な分野での銅鐸の

に関する窺究成果を踏まえ、銅鐸復元の第一

人者である金属工芸家 a 小泉武寛氏の協力を仰ぎなが

ら、復元銅鐸の製作工程を挟像に記録することを

とし、製作技法についても検討を行った。

審議査メンバー

博物館職員：

者）、天羽和夫

者：

勢調査の援要

①復元鋸鐸の製作

小泉氏の協力を

査のため，－

a 保存科学：調査主担

（館長・考古）、高島芳弘（考古）

で本調

：ノJ,JI I 誠（植物：調
二。佐藤湯一，田辺力（動物）、茨木

物）、中尾賢ム（地学）、高島芳弘・魚

j司王ミの工房（京都）

していただき、

を受けた。

き、実物

について干食言すした。

事調査欝

( 1）護元錦鐸の製年；こ関

は弥生時代を代表する青銅器である

をはじめとして、製作技術などについ

でもある。徳島県からは40個三ろまりが出土しており、

その出土数の多さは全国的にも注目を集めている。

は、調査研究テーマのひとつとして銅鐸を

はじめとする祢生時代青銅器の分布と変遷に関する所

究を掲げ、資料収集方針としても銅鐸およびその

調査研究は、博物館における諸活動の根底をなすも

のである。それは、質の高い調査研究に裏付けられて

こそ、最新の情報を盛り込んだ展示や質の高いコレタ

ションの収集、内容豊かな普及活動が可能となるから

である。

の調査研究事業には、複数の学芸員グループ

で、必要に Fむとでは舘外の誹究者も含めて、特定のテー

マを定めて年度単位で集中的に取り組む課題調査、

学芸員がそれぞれの分野や専門とするテーマに基づい

て日常的に取り組んでいる個別調査読究、翌々年以降

に予定されている企画展のための事前資料調査な

ある。

この業務に

平成12年度は、次の3つの課題調査を行った。

る基礎調査

の学芸スタップ

直

課題調

館長を

携わっている。

復元鍛鐸の製作

, 

10 



響調査の概要および、結果

12年変i土、本調査の l年Eとして、次のような

で伊島全体の概要を把握することを呂標に調査を行っ

た。 12年度の調査では島の生物相の概要が明らかにな

り、特に植物では、島の中央部の湿地に県内で2産地

呂になる貴重な植物が見いだされるなどの成果があっ
『”で声

／、ー0

小JIl 誠＠茨木靖・田湖武樹：伊島の植物相、特

にケブカアキノタムラソウについて

大原賢二ー吉田一夫：伊島の湿地および水系に生息

るトンボ類の幼虫・

佐藤陽一： iJ~水魚・

田辺力：伊島のヤスデ類について

中尾賢一：伊島の地質と貝類について

＠魚島純一：伊高および費子高の遺跡の所

在調査

長谷川賢二：伊島の歴史的位置づけについて（空也

と埋経を中心に）

庄武憲子： の民俗風習について

閣議島県の半鐘類調査

徳島県の昆虫相解明のために、外部の閉究者にも参

加してもらいながら、主要な分類群の数年間にわたる

継続的な分布調査を行うことを企画した。これは穂島

県が計画した ii:志島県版レッドデ タブックjへの掲
載種の選定作業や、開発計画等に関係した環境調査な

どにおいて情報の提棋を求められても、

の一部のグループおよびトンボ巨を除けば、

意等に関するj吉報が極めて断片的で少なく、県内の昆

虫相の正確な把握はほとんど不可能であったためであ

る。

その最初として、昆虫の中でもセミやカメムシなど

にもよく知られた種を多く含む群でありながら、

ほとんど記録のない半麹類（問題呂、異題目）を選び＼

平成12年度からの2年計画で本課題調査をスタートさ

せた。半題類は甲虫目、鱗；題目、農題目、双趨巨に次

いで種数の多いグループであるが、県単位でみるとそ

の調査はほとんど進んでいない。大型の半麹類である

セミ科さえも分布状況の把握は十分とはいえない。ま

た半麹類の中でも水生のグループ（異麹日 l土、

タガメペつコオイムシなど全国的に個体数の減少してい

る種も多く含まれ、それらの保護のためにも現時点で

の調査が急がれるグループである。

12年震は8月にセミ類（特にエ の調査を、

そして10～11月

した。

審調査メンバ一

博物館学芸員：

調査研究事業 11

を中心とした調査を実施

一（動物）

正美（埼玉大学教育学部）

事12年産調査の成果

CI徳島県のエ
8月8～10日、剣山山系で、エゾゼミ属の調査を汀っ

た。この調査では諸島県で正確な記録のないアカヱ

ゼミの分布を確認することと、過去に記録されてはい

るものの、その実態がほとんどつかめていないキュウ

シュウヱゾゼミを再確認すること、あわせてコエゾゼ、

ミやエゾゼミの詳細な分布状況を把握することを巨的

とした。百数が眠られていたため剣山周辺だけ

しか行えなかったが、寵島県初記録となるアカエゾセ

---- "-J小宋し、祖谷渓での大まかな分布状況を知ること

ができた。一方、キュウシュウエゾゼミは天候に恵ま

れなか・ったこともあって、平井雅男氏によって記録さ

いた東祖谷山村深i*U～落合時周辺での再確認はで

きなかった。コエゾゼミ、エゾゼミについては、採集

および鳴き声の確認によって剣山周辺での分布の概要

を知ることができた（これらの記録は博物館研究報告

に投稿）。

②穂島県の水生半麹類

10月4～6日、三好郡池田町黒沢湿原‘脇町、徳島

、海部郡宍喰町、海部町、海南町、鳴門市などの

ため泊を中心に調査を行った。また、その

後、板野郡および鴨高町内の池も調査した。主な調査

は次のとおりである。

⑨黒沢湿原は、三好郡池田mn奈川にある中・
である。 は池田町の天黙記念物に指定されてい

るが、以前はかなりの部分が水田として利用されて

いた。その後、放置され現在に至っている。

には解放水面はほとんどなく、最上流部にオヒルム

シロの見られる狭い池があるだけである。下流部に

ある池は人工的に作られたものであり、水生植物＠

水生昆虫ともに少ない。

。鳴門市撫菱町斉田、三好郡三加茂町鍛治屋敷は農業

用水のため池で、コンクリートで護岸されている。

海部町、 i4手南有の調査地点は休耕田および放置さ
た養魚、池で、ハッチョウトンボの発生地となってい

る。

＠板野町のジョガマル池は一面ノタヌキモに

ジュンサイの大群落も見られる。池の岸

なり、水生昆虫の種数・個体数とも非常に多く、

査した中では最も豊かな自然を残した池である。

田これらの地点での調査の結果、 12科31種の水生半題



r 

諦査部空事業

類を確認した。このうち

なる（これら

12 

として、相生町

らと

調査罰究
ミ

i
J

f分野前（｛畠2塑

ため、

るインターネットの

より世界各地のススキ

向、分布などに関しての

-包7

①沖積平野

穂高平野南部の沖積層から採集された良化~6:Y

f~±まや貝塚の見と比較した。また、現在の貝類相と

るた吟、汽水域の豆類の調査も併せて

、つ

ナヲ
J、ー 0

ら12

ツケ／ 

県内のメダカ

った（調査の呂

8号を参照の

たほか、

されるなど、

なった。

｛主5華麗一
①県内

県下 一環として、

成果の一部は、

8 

レッドデータ

スデf震に

いて報告した。

③インドネシア産ヤスデ類相の調査

による

として、ジャワ島、スラウェシ問、

ヤスデ類栢を調査し、日本産ヤス

った。

手ト

つ

の植物相調査を

共同）。

②博物館の情報提供に

る技術的所究

市販データベースソフトであるブアイルメーカPro

を懐い、標本データベースペコ植物写真データペース

をう去関した。

③ヨモギ属の分布調査

司本産ヨモギ、高の分化と分布の現状を

と栃木県での分布調査を行った。

（植物）

①ススキ属

内外の博物館、

を｛普用し、そ

謂査を行った。

②ナルトオウギに関する

を用いて、温度や日長な

などに関する調査を行った。

において植物相の調査を

大j事費ニ（動物・昆虫）

①日本産ハナア

②日本産シュモクパ

昨年と同様に3月下旬に石垣島でシュモクパ工科

の生活史の調査を行った。非常に天候が悪く、め

しい成果は得られなかった。

③アサギマダラの移動調査

渡りをするチョウとして有名になったアサギマダ

ラの移動について、マーキング等の調査rを行うた。

協力者も増え、西国への渡りのJvートとし

を経由するコースがあることが示唆され

ら高知県室戸陣への移動も

に調査がスタートでき

の調査を行った。

りよ

と生殖隔離の関部につ

こと）。

なお、この調査は；当

叩品目を取りまとめる

におけるデータを

のみによる現地で

ブゴ（動物ー

①県産無脊椎動物相

鳴門市にて

②日本産ヤス
－，；ノ
ι 

について、

一環として、



を行った（香西武、の地質と産出する

石田啓祐氏らと共同）。

天:TI言剥夫

①薩摩駅の所在地に関する議査

平域宮出土木簡に記載されている「薩摩駅jの所

在については、県南部の海岸治いが想定されるもの

の、地名が現存しておらず不明である。 12年度i之、

「海部町史」に記載の？芝北山薬師如来御由来記」

を手がかりとして、海部町芝関辺の現地問き攻り調

査を実施した。

②想島県考古学史について

における

準稿作業とじて、文献巨

嘉畠芳弘（考古〉

①縄文時代の石畿の形態の変異に

！遺跡採集の石識の函化を

積を行った。あ

②石井町前山古墳群の調査

墳E及

を纏めるための

を進めた。

①県内出

県内 な

X 

とによって、

心

している臭化メチルの捜用禁止

え、臭化メチル標蒸に替わる漂蒸j去の

海－メ

としてアメ 1）カ‘カ］）ブオyレニアリ、l方iiロサンゼ
Jレスのゲ、テイi菜存研究所

i: 
Tど

を

た。

り出し

ブイルム（株）足柄研究所；転向良雄民らの協力

て、 28年前 σツ を行っていな

画像処理等をいカラーブイルムの特殊な

調査研究事業 13

ヘフィルムからの璽像の取り出しに成功した。

菌｛象の一部は企画展「世紀末大博葉会」

えったあの日の記億一28年前の映

による調査、保存処理等

－語島県教育委員会丈化討課の依頼を受け、県指定文

を実施した。

を受け、火災時の消

ンタ一、

センタ一、松山市埋蔵文化財センターなどの依頼を

受け、出土文化財の蛍光X線分析による材質調査

図書館などの文化財保管施設から

の依頼を受け、古文書、仏像などの嬉蒸処理を多数

実施した。

①関ヶ

ヶ原古戦場で東西南軍の兵の配置をはじめ、石

田三成ー語；JI!家康陣地や関連の遺跡を謂査した。首A

せて関ケ '--' 

軍の兵の配置をはじめ、

関連の遺跡を

などの調査を

な

に

（ナショナルカレッジ

される対百戦略爆撃

ブイルムを調査した。その他連合国軍が自

した呂本国内の映像ブ Jルムや窓島に関係し

フィルムを調査した。

II賢ニ（歴史）

①天正期間波における法華騒動の研究

に関する史料のうち、とくに軍記の記述

を検討し、？三来の研究に欠落した

を踏まえた追究を試みた。

②戦前期徳島県博物詣史の調査

の簿島県において見ら

を調査した。

の調査

による歴史の道調査に参加し、

ルート複元、周辺文化財の調査
*-'.iーっhC::1丁つ 1『 0

④中
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神山町史編集委員会による

査に参加し、写真をもとに奥書の検討を行った。

⑤被差別部落史に関する

態島県教育委員会による福島県同和地区民俗文化

史調査に参加し（穂高市域を分担）、寵島県部落解

放運動史について檎討した。また、中世身分割史研

究の現状や基礎的な史料の検討を行い、高校用同和

教育資料『じんけんj2001年度版に反挟させた。

産武憲子（民洛）

①神山町のくらしについての調査

神山町史編纂にあたって、専門委員として神山町

での山、川、里での暮らしぶりについて調査を行っ
半唱

②穂高県内の婚礼、葬送犠礼の調査

で行われてきた

て、各市町村での事部収集と

大講後雄（美術工芸）

①槙島藩にかかわる美術作品の調査研究

につい

阿波の絵師、工芸職人の作品と史料について所在

調査を行ヮf::.o

②藍染の研究

の染織史における青色（藍）の用い方、

技法などについ」側、／」O

CT飯塚e桃葉 a 谷田忠兵俸の研究

飯塚桃葉の作品の比較検討を行った。

の作品と丈献資料を調査した。

3 .文部省科学研究 による萌

事基盤罰究（A）：アジア熱帯地域における睦産蕪脊椎

動物の多様性言語出機構の解明（平成立～13年度）

研究代表者：片含晴雄（北海道大学大学院理学研究

科教授）

当舘の研究協力者：田辺力

轡基盤研究（B）ー韓（1)：博物舘資料の保存環境とし

てのフド費空間の特糞（平成11～13年度）

研究代表者：神庭信幸（東京国立博物館学芸部保存

修復管理官）

当館の研究分担者：魚島純一

費量奨融研究活）：パパヤスデ麗（ヤスデ網）の交尾器

形態の進化機構の解明

前究代表者：田辺

ヰ困 と 間研

（社）土木学会盟冨支部受託研究の共闘翻究： 「正木

ダムLこ需わる河川環境総合調査J（平成10～
研究代表者：岡部健土（窓島大学工学部教授）

当館の共同研究員：佐藤陽一

警暴（封）河JiI環境管理射自の河川整髄基金助成による共
同冊究：「河川下流域のj寄辺1j¥7J(系における

樵性の維持を昌的としたピオトープネットワークの

課金に関する期究J（平成10～12年）
荷究代表者；村上仁士（密島大学大学院工学研究科

教授）

当館の共同研究員：往藤陽一

5自研究成果

( i）福島県立博物語研究報告第12号

も BS判170ページ、 1,200部

（ネ

二・林正美＊ : ff エゾゼミ属（問題呂？

セミ科）について， p.l -6. 

林正美＊・大原賢二：龍島県で確認された水生半盟

類.p. 7 16. 

大原賢二：アサギマダラの移動に関する

(2000年）．乱17-22.

清水孝昭氏：愛媛県伊予市沿岸域の魚類ヨ録s

D. 23-108. 

：ナルトオウギの発芽特性.p.109-112. 

中尾賢一一：穂島平野南部，西須賀町の海成沖積層から

られた貝化石群とその］℃年代.p.113 130. 

Morozumi , Y. : Change of of som吉おscribed

and illustrated ammonites a11d bivalves frnm the 

Upper Crεtaceous Izumi Group in Southwest Japan. 

1-134. 

橋本達也本：徳島における三角縁神獣鏡の新例と中

p.135 170. 

(2）博物館ニュース 欄記事

中尾賢一：鳴門海峡海底の化石.No。39,p. 2 3. 

高島芳弘：岩蔭遺跡の調査.No.40, p。2 3. 

二：アサギマダラと西国。 No.41,p. 2 3. 

亀井節夫：恐竜チタノサウ jレスのこと.No.42ラ

p. 2 -3. 

(3）当額刊行物以外への掲載

（キ印は館外の研究者）



＜動物＞

大原賢二・山本栄治（2000.3）小田深山およびその

周辺のハナアブ類．小田深山の自然， II: 907-931. 

大原賢二（2000.8）徳島県のキュウシュウエゾゼミ

の記録：.Cicada, 15 : 55-56. 

大原賢二（2000.12）皇居のハナアブ科．国立科学博

物館専報，（36): 401-408. 

佐藤陽一・上野輝輔＊ (2000. 3）鳥取県国府町宮下の

魚類化石：ミヤノシタサッパSardine/lamiyanoshita-

ensis.上野輝禰編，鳥取県岩美郡国府町宮下産魚類

化石目録，鳥取県立博物館： 9-11. 

上月康員IJ*.酉岡健太郎＊－村上仁士＊・佐良家康＊－佐

藤陽一・福田 守＊・倉田健悟＊ (2000. 5）かんが

い期と非かんがい期におけるメダカの分布と用水路

環境に関する考察．平成12年度土木学会四国支部第

6回技術研究発表会講演概要集： 502-503.

佐藤陽一（2000.9）四国の絶滅のおそれのある淡水

魚．四国生きものネットワークニュース＆しずし

(8):4 5. 

佐藤陽一・阿部健士＊ (2000.10）ダム下流に生じた減

水区間の魚類相が貧弱なのはなぜ、か？ 2000年度日

本魚類学会年会講演要旨： 62.

佐藤陽一（2000.10）魚の差別的名称.2000年度日本

魚類学会年会講演要旨： 82.

佐藤陽一・瀬能宏（2000.10）学会への提言一標準

和名提唱・変更に際してのガイドラインー.2000年

度日本魚類学会年会講演要旨： 86.

上月康則＊．佐藤陽一－村上仁士＊・西岡健太郎＊－倉

田健情＊．佐良家康＊．福田 守＊ (2000.10）都市近

郊用水路網におけるメダカの生息環境要因に関する

研究．環境システム研究論文集： 313-320.

佐藤陽一・岡部健士＊ (2000.10）ダム設置河川におけ

る魚類相と環境特性一徳島県勝浦川における調査か

ら一．環境システム研究論文集： 321-331.

佐藤陽一（2000.11）あわ博物誌この一品47：ニホン

カワウソ．読売新聞（徳島版） 11月2日朝刊．

Shinohara, G人 Y.Sato and K. Matsuura* (2000.12) 

Coastal fishes of Ishima Island, Tokushima, Japan. 

Memoirs of National Science Museum [Natural History 

Researches of the R巴gionaround Seto Inland S巴a(II)], 

(33) : 175-186. 

佐藤陽一（2001.3）さかな博士の吉野川魚圏鑑（連

載第2回）：ヨシノボリ．四国三郎吉野川， 8:7.

佐藤陽一・岡部健士＊ (2001. 3）魚類調査．河川環境

調査委員会編「河川環境調査勝浦川：勝浦郡上勝町

～勝浦町，平成13年3月J' （社）土木学会： 7章，
1-7. 

調査研究事業 15

佐藤陽一（2001.3）カライワシ目；ニシン目．岡村

収・雨岡邦夫編「山渓カラー名鑑：日本の海水魚，

第3版j，山と渓谷社： 67,91-93. 

田辺力（2000.7）書評： Checklistof the Millipeds of 

North and Middle America. Acta Arachnologica, 49: 

106. 

田辺力（2001.1）多足類読本ムカデとヤスデの

生物学．東海大学出版会， i -xi十178pp.

Tanabe, T., H. Katakura* and S. F. Mawatari* (2001.2) 

Morphological difference and reproductive isolation : 

morphome佐icsin the millipede Parafontaria tonominea 

and its allied forms. Biological Journal of the Linnean 

Society, 72: 249-264. 

＜植物＞

片山泰雄＊・木内和美半・田淵武樹＊・木下 畳＊．木村

晴夫＊・赤j畢時之＊－小松研一＊．真鍋邦男＊－小JII

誠・水上敏夫＊ (2000. 3）神山町の植物相．阿波学

会・徳島県立図書館編「総合学術調査報告：神山

町」（阿波学会紀要46号） 徳島県立図書館： 29-46.

茨木靖（2000.7）西表島国有イネ科水生植物イリ

オモテガヤ（Chikusichloa brachyathera Ohwi）の生

育環境．水草研究会会報， 70: 20-21. 

＜地学＞

石田啓祐キ・小津大成＊・森永 宏＊・橋本寿夫＊・元山

茂樹＊．森江孝志＊・中罵賢一・ F. Hirsch* ・香西

武＊ (2000. 3）徳島県神山町地域の秩父帯北帯・御

荷鉾帯．阿波学会・徳島県立図書館編「総合学術調

査報告：神山町J（阿波学会紀要46号），徳島県立図
書館： 1-12. 

中尾賢一（2000.7）瀬戸内海東部鳴門海峡海底産ナ

ウマンゾウ臼歯化石の特徴．地球科学， 54(4):

252 256. 

中尾賢一（2000.9）あわ博物誌一この逸品41;42: 

石鉄いん石；自然金．読売新聞（徳島版） 9月7日；

9月14日朝刊．

＜考古＞

天羽利夫（2000.7）開園10周年を迎えた徳島県文化

の森総合公園．博物館研究， 35(7) : 6 -12. 

天羽利夫（2000.7）博物館の展望一魅力ある博物館

の姿一．岡山県教育委員会「教育時報j，平成12年

8月号： 4-7. 

天羽利夫（2001.1 -3）阿波圏一鳥居龍蔵；勝瑞城

館跡；カネガ谷遺跡と倭国の乱．徳島新開 1月20

日； 2月17日； 3月17日朝刊．

高島芳弘（2000.9）あわ博物誌一この逸品43：伝長

者ヶ原銅鐸．読売新聞（徳島版） 9月28日朝刊．

魚島純一（2000.10）あわ博物誌一この逸品46：若杉
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高椋） 19 El 

: 257→ 260. 

長谷川賢二（200仏 3）重清の一塁松から太刀野の

里松まで；太刀野一里松から昼間一里松まで；昼間

ま

i賢二（2000.4, 7）あわ博物誌 こ

37：阿波の板碑；四国遍路の装束，

版） 4月20日； 7月13日朝刊＠

長谷川賢二（2000.11）世紀末と

開園10層年記念展

島新開11月3日朝刊，

の森

ノ11I警二 の形成こ山伏の

史研究，（8) : 263 をめぐる

283. 

長谷川賢二（2001.3) 

を考える会編「塁史学と博物館のあり

える会設立十周年記念誌現場から」： 113.

阿波学会・

：：神llJi±i了J
島県立図書館： 273 276. 

(2001. 3）奄美諸島における為軒伝説地に

川
町
一
つ山

ハ
υ
円リ

＞

お

り

芸

（

貼

て

工

同

料

、A
Z

U

叫

e

Z

F

し

ノ

訂

J

一－付

つ

辺

美

袖

樹

＜
 

; 5一柳流水水草文様繍箔

ぃ」からに葱島新聞4月17日； 4月196; 4月三0

司； 4月羽田； 4月22日夕刊＠

大橋俊雄（2000.5）あわ博物誌 この逸品32;33: 

「雲流水幕大太鼓文様雄子j

帳文様捻子J.読売新聞（徳島版） .5月11日； 5月
18日朝刊ヨ

⑮研究室等

（＊印は舘外の研究者）
し月白百rl*

環境に

日本

ジウム i；魚の和名を考える 差
別的名称をどうするか 」（小田

に際してのガイドライン . 2000年

日本魚類学会年会シンポジウム「魚の和名を考え

る一差別的名称をどうするか一

第45副大会（松江）

田辺力（2001.3 ) 

ミドワパパヤス

回大会自由

研究会（美濃加茂）

！ 誠（2001.3）博物館のホームベ一
環瀬戸内地域（中罰，四国地方）白

ナピ

MML 

－佐

＠含



代学協会四国支部第14回大会「前方後円墳を考える」

（徳島）

魚島純一（2000.7）博物館施設におけるくん蒸の現

状と今後の課題．徳島博物館研究会例会（徳島）

魚島純一（2000.9）博物館施設におけるくん蒸の現

状と今後の課題．全国美術館会議保存ワーキンググ

ループ第四回会合（徳島）

長谷川賢二（2000.5）博物館と教育をめぐる課題．

徳島博物館研究会例会（徳島）

長谷川賢二（2000.7）論文評：福家清司「『阿波山岳

武士論』再考J.徳島地方史研究会例会（徳島）
長谷川賢二（2000.8）天正の法華騒動をめぐって．

第36回四国中世史研究会（高知）

長谷川賢二（2000.9）公立博物館の展示と歴史学研

究．第5回麗史学談話会（徳島）

庄武憲子（2000.8）徳島県の祭礼山車．四国民俗学

会．（愛媛）

庄武憲子（2000.9）阿波の婚姻習俗一花嫁行列を中

心に一．徳島民俗学会例会（徳島）

庄武憲子（2001.3）徳島県内の葬列，葬具について．

徳島民俗学会例会（徳島）

6 .研究会・学会等の開催

．植物談話会

開催日：平成12年4月～13年3月までの毎月 1回開

催（土曜日の18:30から）

会場：博物館実習室

参加者：毎回約15名

・徳島博物館研究会

開催日：平成12年5月～13年3月まで（2～3か月

にl回開催）

会場：博物館応接室または講座室

参加者：毎回約10名

．ヒマラヤ植物研究会

開↑崖日： 5月20～21日

会場：博物館講座室

参加者： 26名

・渓畔林研究会および記念講演会「水辺林の再生をめ

ざしてJ（渓畔林研究会と博物館との共催）
開催日： 6月3日

会場：文化の森イベントホール

参加者： 141名

．四国貝類談話会

開催日： 6月17～18日

会場：博物館講座室

参加者： 27名

・第5田中岡田九州保存修復研究会

開催i日： 11月11日
会場：博物館実習室

参加者： 13名

調査研究事業 17 

．古代学協会四国支部第14田大会「前方後円墳を考え

るJ（古代学協会四国支部と博物館との共催）
開催日： 12月16～17日

会場：文化の森イベントホール

参加者： 16日189名、 17日155名

・第37回四国中世史研究会

開催日： 12月23～24日

会場：博物館講座室

参加者： 16名
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機能である。徳島の自然や歴史・文化に関する資料は

可能なかぎり網羅的に収集することはもちろん、それ

ぞ、れの分野でのテーマに応、じ、比較資料として四国

西日本の資料も収集していくことにしている。とくに

自然の各分野においては、日本の地史や生物相の形成
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1, 
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購入資料合計アルゼンチン産のアラウカリア（球果類、ジュラ紀）
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審麗史

龍吐水・石製金庫

斗桝地

冨

静美術工芸

ほか

光永家丈書

永氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

充

満

縞

匠

課

一

一

）

行

佳

財

道

道

材

善

本

瀬

化

教

間

出

々

尾

文

同

M
村

小

野

中

県

思

平

原

町

木

健

点

点

点

点

点

点

点

子

一

1
1
4
1
1
2
1
1
C
1
 

本

本

橋

標
」
る
田
川
』レれ7ノ
火
火六夜九六笠県

白一向穂

田村

宮本

若宮

山口加代子氏

田和人工芝

曽良寛武氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

二
恵
一
一
一
武
明
哉
勇

慎

道

光

寛

弘

後

阿部

川

宮

崎

口

良

横

若

大

原

井

曽

日

市原

市原

点

数
1

2
多

98，点

事動物

キツネ 1 

キツネ 1点

二千ツネ 1 

ナシブグ×コモンフグ交雑個体標本

2 

4点

高知県産淡水魚標本

スポッテド・ガ－ 1 

ホトトギス 1 

那賀川産カジカおよびアユカケ3

ヤマネ 1 

マミチヤジナイほか鳥

メジロ

「わたしたちのまわりの自然J

ニホンジカ

ナガレホトケドジョウ

カワセミ

スズメ

カモシカおよ

鶏蒋絵螺鏑正p蓄量（言受＇ －裏）

毒暴動物（無脊椎動物）

j窪産貝類標本

ヤマドリ

タヌキ（白イヒ個体）

ンロハラ

ニホンカモシカ

サヨリ

イカ jl/

資料2ヨ
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メ5、
ヱ工

場霊史

地方測量之国ほか

寄託資料

蓄量動物

阿南市漂着マッコウクジラ

3 

3罰

阿南市教育委員

きさん人%ほか 2 

食文化交流プラザ2000穂高県実行委員

2点 （討）平野美術嬉

1点松捕菊男氏

（国指定重要文化慰j

1点目村英一郎氏

命考書

阿南市椿町

間南市山口町田村谷銅鐸

事寵吏
寸

よ

肖

l点

1 

警暴美橋工芸

大主主焼藩窯出土淘片ほ

関ヶ

栄一氏冨樫

寺戸

1点

2点

9点

1 

148点

育j台氏

健二氏

市南4点

102点

徳島域下町絵図ほか

缶三好長輝木像ほか

祭礼用

事美縮工芸

守住貫魚筆

守住貫魚筆

と整理ペ；F
h
d
 

浩三氏

自口祥太郎氏

5 

4 

ほカ〉

風景図ほか

韓関部近一長蔵書

氏；土、植物や陸産貝ヲ噛乳類など諒島県の

生物相研究；の第一入者である。氏は1993年に他界さ

たが、収集標本は数年誌に博物館に寄贈さ

進められている。また、平成11年度には蔵書類（図鑑

などの国書、学会や研究会などの雑誌、写真（ネガ。

紙焼き，スライド、手紙など）の寄贈を受けた。これ

らの資料は氏の収集した標本や発表した論文等を補完

するもので、語島県の生物相を明らかにする上で欠か

せないものである。

i土、その蔵書関係の整理を行った。 1,564，点

の図書は分野却に分類し、データベースに入力した。

また、阿部近ー弐の論文はまとめて製本し、

氏集として 2部作成した。スライドフィルムの一部は

PhotoCDに入力した。

資料の賛ヰ，

4点

立丈会綱領弓宣言

2 
6 

l点

ほか） 5点徳島県立文書館

大粟家文書（阿淡御国法ほか）171点

争毘告

いた

fネjレ

鳴

場動物

タピトラクチほか魚類標本

イドミミ

イタチほ

メダカ

善行氏

見虫標本

事地学

高知県唐j兵産ハマグ1)

畿考書

若杉山遺跡出土品

大谷遺跡出土石器およ

穂高市教育委員会（徳島市立考古資料館）

伝長者ケ原銅鐸および苦杉山遺跡出土石臼・

辰砂原石

左右山遺跡および、東寺遺跡出土平形銅剣 5点

徳島市教育委員会（穂高市立考古資料館）

入国瓦窯跡出土円面混 1点

直
一
一
古
一

写

－

4

製手V小舟
／
門
ノ／
 
キツ

番語物標本の笠換

12年度から東北大学（TUS）、福島大学（FUKU）およ

びアメリカ合衆国の OregonState University (OSC) 

と標本の交換を始めた。これらの大学との交換で入手

した標本は徳島県産の植物との比較材料として大きな

価債のある資料である。

智生氏

山城町石の博物館

小i事3点

2点



重量分野別収蔵資料数（ 3月31a現在）

LノJ:'- 野
r夫す晴 物 ｜レブワヵ l 模写 l

16ヲ541 16,473 55 門

26,172 114 。 58 
110,398 110, Oll 。 3 

ヰお 180ヲ566 219 61 5 

地 三」 6,135 主069 64 2 

考 古 3,191 3,047 72 13 

史 8,054 7,337 23 4 690 

見 ｛谷 4,453 ム443 5 5 。
ム

一十子令

4,997 4,988 。 4 5 ヱエご

メ口三、 計 、ロjハ＼.｝ゥI 358,701 280 101 1,425 

資料寂集保存事業 21

信沼館葉支資料数

平成13年3月末日現在の分野別収蔵資料数は上表の

とおり。

収蔵資料については、

のから順次コンビュータ入力し、

している。

んだ、も

7 
= ／～、
E竜王ま

語長の諮問に応じて博物館における購入資料につい

る機関として、

されている。本委員会は、「美術品等取得基金による

の取得要領jの規定に従って、 200万円以上

の購入資料について審査する。

委員は常任委員（ 5名以内、任期2年）と

( 3名以内）から構成されており、特別委員は、購入

資料に応じて特に必要がある場合にその都度委嘱され

る。本年度l土、平成13年2月136に第14回委員会を開

催し、「L 購入資料Jにリストした人文資料2件の
購入を諮問した。

3回文融資料の収集

文献資料から得られる情報は、調査研究にはもちろ

事博物語資料収集委員会委員

（c委員長、 O副委員長〉

ヰ
ハ
一
時

まド

名！ 役職（専門分野）

I 穂高史学会会長（民俗）

i鳴門教育大学学校教育学部教援

勇｜日本美前刀剣保存協会評議員

（美術工芸）

恒義｜徳島大学総合科学部助教授（生物）

田 啓祐｜福島大学総合科学部教授（地学）

j告手口！文部省文化自主保護審議会専門委j

（漆工史）

橋

野

台

間

仕

」。
石井

本第14[ill委員会の特別委員

んのこと、展示や普及教育などの博物館活動全般にわ

たるレベルアップをはかる上で不可欠である。当館で

は、人文，自然史分野の専門書や学会誌のほか、徳島

を中心とした地方史誌類や普及教育用図書も収集し

ている。また、内外の博物館等の研究報告。年報。展

示解説書等も交換により収集している。

争購入毘書冊数（データベース登録、数）

10ヲ563冊（平成12年度分 510冊）

犠購入雑誌

皇鰐史系（30タイトル） ：生物科学、科学、日経サ

イエンス、 と生物、月刊j毎洋、遺イ云、プラン夕、
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月刊むし、

クタリウム、

と吉 インセ百万

Amεrican Journal 

すheAmerican 

Journal of Linnean 

(34タイトル） ：美術晴究、美術史、悌教芸

荷、地方史研究、地理、芸術新湖、芸謡史研究、月刊

考古学ジャーナル、月刊文イヒ討、月刊文化首発掘

情報、
止之

ナ、

学研究、

の美術、

研究、

冨華、古文書締究、考古

民族学研究、日本

日本史研究、

史林，

イ言j農、 Folklore, Journal of American Folklor号

事当舘刊行物の定惑発送先（平成13年3月末現在）

博物館ニュース 1, 

研究報告 国

国外

539ケ所

企画畏図録白

人文

126ケ所

9 . E蒸

収集した資料、貸し出 主
斗
」 よ

用した資料は、原剖としてすべて収蔵庫への搬入、

示に先だって濡蒸を行う。

当舘では資料の形態や量などによって、次の3

の漂蒸を行っている。

母jJ毒庄：標葉装置による壌蒸

小型資料の爆蒸は、資料の受け入れのつど、担当学

芸員が滅庄慎蒸装置を使って行う。減圧：壊蒸装置の有

効内すl土、たて130cm×よこ120cm×奥行140cm（約2.3

rrf）で、標蒸剤には臭化メチルと酸化エチレンの混合

ガスを使用している。

12年度は20回の減圧爆蒸装置による を行ーった。

事常j王壊蒸j塵での壊蒸

減圧：事蒸装置に入れることができない大型の資料

i之、一時保管庫（24時間空調）に仮収蔵し、

当な量になった時点で常圧濡蒸庫で、標蒸する。

常）王燥蒸庫は床面積20m＇×高さ 3m （約60rrl）であ

り、慎蒸は文化討専門の標蒸業者に委託し、議蒸斉せに

メチルと ，γ していチレ

宅〉。

忠夫二子（つ人
斗a ,,  ーノ J」ー 0

ある。そのために、原町として3年に l呂、専門業者

に委託して収蔵庫の会室密閉濡蒸を行っている。

したので、 は：4年度に

しいことから、

を感じ、 12年度に、ざレス

に痕ぜたものを散布して

な密問状態を保つことによって、

を行う詫易慎蒸を実施した。

の
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IV 普及教育事業

普及教育事業、とくに普及行事は、「聞かれた博物

館jをめざし、館員が県民と直接交流できるよい機会

であり、力点をおいて取り組んでいる。

平成12年度は、年間76回の普及行事を実施した。博

物館の普及行事が県民のあいだに定着してきている

が、参加者は徳島市内とその近郊在住者に片寄ってい

る。普及行事の内容の充実とともに、郡部の参加者を

どう増やしていくかが課題になっている。

また、 12年度は学校教育との一層の連携を図るた

め、「博物館と学校との連携に関する珊究会jを設置

して検討を進めるなど、具体的な取り組みを開始し

たO

1 .普及行事

圃体験学習

昔の人々の生活に関係のある体験を通じて、ものの

性質や当時の人々の生活の知恵を学ぶシリーズ。

4月23日（日） 藍染めをしよう 参加者25人

7月16日（日） 火おこし 49人

8月27日（日） 石オノをつくろう 28人

10月8日（日） 土器づくり①（成形） 35人

11月5日（日） 土器づくり②（焼成） 26人

2月25日（日） わらじをつくろう 35人

．歴史散歩

県内の主な遺跡、町並み、建造物などを見学してま

歴史散歩「石造文化財をしらべようj

わるシリーズ。

4月16日（日） 徳島域めぐり 17人

5月14日（日） 古墳見学① 39人

7月9日（日） 石造文化財をしらべよう 14人

11月26日（日） のろし場をしらべよう 5人

12月10日（日） 眉山周辺寺社めぐり 26人

2月11日（日） 古墳見学② 34人

3月18日（日） 国府町史跡ウオーク 32人

阻野外自然かんさつ

野外にでかけて行う季節に応じた動植物の観察や地

質の見学会。 12年度は文化の森周辺のほか、徳島市、

鳴門市、神山町、勝浦川河口、県南、土居町（愛媛県）

などで実施した。

4月9日（日） 眉山の地質見学 21人

4月23日（日） 春の植物観察 18人

4月30日（日） 帰化生物をさがそう① 8人

5月21日（日） 磯のいきもの① 91人

5月28日（日） 帰化生物をさがそう② 10人

6月4日（日） 磯のいきもの② 62人

6月11日（日） 川原の石ころしらべ 中止

6月17日（土） 光に集まる見虫かんさつ① 中止

7月22日（土） 光に集まる昆虫かんさつ② 53人

7月29日（土） 水生見虫のかんさつ 84人

7月30日（日） 帰化生物をさがそう③ 51人

9月9日（土） 秋の鳴く虫 26人

9月17日（日） 島田島の地質見学 23人

9月24日（日） 河口のいきもの 66人

10月1日（日） 秋の植物観察 7人

10月22日（日） 鉱物さがし 27人

11月5日（日） 那賀川の植物観察 26人

圃土曜講座

毎月第2土曜日の午後2時から 1時間ほど、学芸員

が各自の研究テーマ周辺の話題について話をする講

座。申し込み不要・定員先着50名で実施している。

4月8日（土） 災害と文化財保存 9人

5月13日（土） ミノムシのはなし 23人

6月10日（土） 花嫁行列一阿波の婚姻習俗から－14人

7月8日（土） 平安初期の仏像の魅力 34人

8月12日（土） 帰化植物の世界 16人
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9月9日（土） 江戸域をしらべる

10月14日（土）

11月11日（土）

12月9日（土）

1月13日（土）

2月10日

3月10日（土）

離室内実習

ゴ仲山

，日VJ台以

五一ブ一

h～一ィ
1）一寸ノ

ふ乞1「

方ル
計ウ
一口と

汁た
山一
7ノ、J

かずの博物学

こめのな 一ま通－

生きものの名前

鳴門海峡海底のナウマン

トヤ人
，イ立ゃい

レしb’A白EBE’

人現人喝Iム＼Pノ114
つ中川UつUH

7A 

8人

16ノ＼

主に実習室で行う各種の観察会、講習会。内容に応

じて実体顕被鏡、電子顕｛輩、鏡、蛍光xj：泉分析装
レピカメラ等の機器も併用し をhずコて

いる。

「標本の名前を調べる会jは、毎年8月下旬に行う

、学芸員のほか8名の外部講師の応援を

得て実施した。単に名前を教えるだけにならないで、

いっしょに調べる姿勢で取り組むよう留意している0

8月20日（百） かんたんな貝の標本のっくり方 31人

8月23日（水） 標本の名前をしらべる会

11月19臼（日） 貝化石標本の作り 23人

12月3a （水） 古美菰品の取りあっかい方 6人

1月14日（日） 岩石薄片標本をつくろう

1月21日（日） 博物館をたんけんしよう 32人

1月28日（日） 落ち葉の中のいきものたち 49人

2月18日（日） おかずの博物学実習編 27人

3月4日（臼） レプリカづくり①（型どり） 19人

3月11日（日） レプリカづくり②（色つけ） 19人

重量ミュージアムトーク

テーマにそって数留のシリーズで実施する講慮。 12

年度は「続。中世説話を読むjを行った。

1月27日（土） 続・中世説話を読む① 7人

2月24日（土） 続ー中世説話を読む② 7人

3月24日（土） 続＠中世説話を読む③ 5人

璽移動講座

移動博物語の試みとして、学芸員が講師をつとめて

館外の社会教育施設と共催で行う講座。 12年度は4～

6月に井川町ふるさと交流センターで、 l～ 3月に海

南町立博物舘で実施した。

4月23日（日） 考古学から諜志倭人｛云を読む① 34人

5月28日（日） 考古学から懇志昏人伝を読む② 33人

G月25日（日） 考古学から議志倭人伝を読む③ 34人

1月21日（日） 考古学から妻鹿志倭人伝を読む① 49人

2月18日（日） 考古学から貌志倭人伝を読む② 40入

3月18日（a) 考古学から謀志倭人伝を読む③ 32人

みどりの工作隊 f雑草で絞をつくろうj

重量みどり

自然の材料を寵い、遊びの要素を取り

12年度に室内実習から分離して別シリーズとした0

8月19日（土） きれいな葉脈のしおりづくり

。

9月10日（呂） 雑草で紙をつ〈ろう 33人

10月15B （日） おし葉をつかったカルタづくり 27人

12月17日（日） 竹で遊ぼう 33人

E霊企富j畏関連行事

企画展開催中に、 よび展示解説を

っfこ一円

事企i璽展「藍のよそおいJ震示解説
第l呂： 4月初日（司） 参加者25人

第2田： 5月4日（木） 参加者38人

場企画展「藍のよそおいj記意講濯会 5月7日（日）

講師：長崎震氏（東京国立博物語染織室長）

演題：藍の震史

会場：文化の森イベントホール

参加者： 89人

命全国農「寝入者たち一外菌かちゃってき

たちの光と影－J展示解説
第1回： 7月23日（日） 参加者41人

第2田： 8月6日（日） 参加者39人

骨全車展「世紀末丈博覧会j展示解説

第I回： 11月3日（金） 参加者30人

第2函： 11月12日（日） 参加者20人

重量クイズラリー

きもの

第2・第4土曜日（長期休業日を除く）に、小・

中＠高校生を対象にクイズラ 1)＇ーを実施している。こ

の行事は、常設展の活用と入館者の獲得を目的に始め

たもので、参加者が展示資料に罰する簡単な問題を

きながら観覧することで、新しい発見につながること

を期待している。参加者全員に簡単な記念品を鶏呈し



ている。

4月8日（土）

4月22日（土）

5月13日（土）

5月27日（土）

6月10日（土）

6月24日（土）

7月8日（土）

9月9日（土）

10月14日（土）

10月28日（士）

11月11日（土）

11月25日（土）

12月9日（土）

1月13日（土）

1月27日（土）

2月10日（土）

2月24日（土）

3月10日（土）

3月24日（土）

参加者合計

80人（小

111人（小

123人（小

82人（小

116人（小

138人（小

105人（小

86人（小

144人（小

105人（小

119人（小

116人（小

92人（小

98人（小

71人（小

129人（小

128人（小

87人（小

111人（小

2,041人（小

園その他の普及行事

74・中 6.高0)

104・中6.高1)

118・中5・高0)

74・中3・高5)

99・中16・高l） 

136・中2・高0)

100・中4.高1) 

84・中2・高0)

142・中 l・高 1) 

102・中 1・高2)

116・中3・高0)

116 ・中0・高0)

92・中0・高0)

98・中0・高0)

71・中0・高0)

127・中2・高0)

127・中 1・高0)

87・中0・高0)

107 ・中4・高0)

1,974・中56・高11)

・博物館こどもの日フェスティバル 5月5日（金）

博物館開舘10周年記念行事のひとつとして、博物館

と友の会の共催で実施した。恐竜などの折り紙教室

や、大昔の衣装を着て記念写真に収まる体験コーナー

を設け、小学生以下の子どもたちには記念品を贈呈し

た。 参加者：約1,500人

．博物館写生大会 11月3日（金）～5日（日）

博物館開館10周年記念行事のひとつとして、博物館

と友の会の共催で実施した。小学生約300名の参加が

あり、それぞれお気に入りの展示物の前で写生を楽し

んだ。

博物館開館10周年記念「写生大会j

普友教育事業 25

なお、写生大会作品展を12月5～24日に開催し、全

作品を展示した。

2 .講師派遣、テレビ・ラジオへの出

演等

館外からの依頼を受けて行った講師派遣、テレピ・

ラジオへの出演等を、月日・担当者・内容（依頼者）

の順に記す（内容に依頼者が表現されている場合は依

頼者を省略）。これらも広義の普及教育活動につなが

るとの観点から、業務に支障のない限り依頼を受け入

れることにしている。

4月27日 大橋俊雄 NHKテレピ「’情報交差点－Our

ギャラリー」出演（企画展「藍のよそおい」紹介）

5月13日 大橋俊雄 NHKテレピ「おはよう四国j

出演（企画展「藍のよそおいJ紹介）
5月25日 天羽利夫石井町ふる里の歴史を学ぶ会5

月学習会で講演「前方後円墳の謎一石井町前山古墳

群の発掘調査一j

6月1日小川誠 NHKテレピ「情報交差点ネ

イチャー徳島J出演（ナルトサワギク）
6月17日 高島芳弘徳島市立考古資料館考古学入門

講座で講演「縄文人の道具j

7月13日 長谷川賢二徳島市立高校教職員同和問題

研修会で講演「部落史を考える」

7月13日 魚、島純一徳島県立文書館古文書保存講座

で講演「文書資料の保存科学」

7月四日 長谷川賢二第35由香川県資料館協議会研

修会で講演「博物館・資料館のネットワークについ

てJ
7月28日 天羽利夫全国史跡整備市町村協議会四国

地区協議会で講演「野外博物館としての史跡整備の

あり方」

7月29日 長谷川賢二徳島市立徳島城博物館徳島歴

史講座で講演「まじないの社会史j

8月17日 天羽利夫徳島県シルバ一大学校で講演

「徳島の文化風土J
9月24日 小川誠徳島県森の案内人研修事業で講

演「植物観察法j

10月16日 長谷川賢二 四国放送ラジオ「ちょっとパ

ジャマは早すぎるJ出演（企画展「世紀末大博覧会j
紹介）

11月30日小川誠 NHKテレピ「情報交差点ネ

イチャー徳島」出演（徳島県のキク属）

12月24日小川誠野草クラブ新年例会で講演「徳

島県のキク」
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l月268 天羽利夫 日本博物語協会博物館指導者硫

究協議会壁史部門研惇（香川県震史博物館）でパネ

ラー参加「これから

2月lB 長谷川賢二

会で講演「部落史を考えるj

3月lEl 小JII 誠 NHKテレピト「情報交差点ーネ

イチャー穂島j出議（ア 1)

3月9日（金） 出JII浩賓小松島ロータリークラブ例

会で講掻「恒久平和を求めるために アメリカ軍資

料から見た語島大空襲－J
3月15呂 長主主JIl賢二平成，12年震同和問題・人権啓

発講読会で講演 と公開についてJ（語島
県立図書館）

3月28日（水） 出JIIi告賓小松島南ロータリークラブ

例会で講演「関ヶ原合戦と蜂須賀家J

3 .博物語葉 の受

博物館実習は、博物館法施行規則第1条で、学芸員

となる資格を取得するために［大学において修得すぺ

え に関する科目」と規定されているもののひと

つで、登録博物館または博物語相当施設における実習

ることになっている。

；土、大学からの誌類により原則として県出

を受け入れることにし、夏休み期間中に実習を

っている 0 4月l8～ 5月15日 間で、

¥; を行しミ、 をめどに承諾書を

ることにしている。

平成12年度は、 8月21～25日に実習生の受け入れを

った。実習生はお人（男 5人、女21人）で、大学別

の内訳は次のとおりである。

四国大学 12人

穂島大学 ？ 

穂島文理大学 ： 
lA 

京都女子大学 1人

金沢大学

高知女子大学

関西学院丈学

立命館大学

l人

1人

1 

l ノ人

カリキュラムは別表のとおりで、指導の都合上、少

人数のグループ した時間帯もある。学芸員と

にあたり、資料の整理や調査などにつ

を行－った。

及蕗職員

いての

ヰ厨

捧物館ではこれまでにも、学校行事（遠足等）での

・生誌向けの各種普及行事

ってきた。しかし、最近の教育改革に伴う学

うになってきた。

塁阻む磁

C斑

与平 jノート記入全員
B斑

く3斑

全員



博物館は本来、実物資料に基づく体験的な学習がで

きる場であり、学校教育にとって役立つところである

はずである。当館としても博物館のもつ資源（もの・

情報・人）とその活用法を普及するとともに、意識的・

系統的に学校教育を支援する活動を行っていくことに

している。

平成12年度には、「博物館と学校との連携に関する

研究会J（略称「博学連携研究会」）を設置し、博物館
と学校との連携のあり方等についての協議を行った。

( 1）学校の授業での博物館利用への支援

理科や社会科の授業、「総合学習」での活動と関連

して、クラスやグループ単位で博物館を利用する例が

増えてきた。受け入れに当たっては、展示資料だけで

なく必要に応じて収蔵資料を見てもらったり、学芸員

が助言するなどの支援を行った。

①加茂名中学校（穂高市） 2年生・ 6人

11月8日（水）～10日（金）

地域体験学習「チャレンジ・トゥゲザ」で博物館

を選んだ生徒を受け入れ、学芸員 9人が指導して各

種業務を体験してもらった。

②早稲田実業学校（東京都）高等部2年生・ 4人

11月21日（木）

校外教室（地域調査）「阿波おどりを調べる」で

来館。（指導：山JII)

③鳴門教育大学附属中学校（徳島市） 2年生・ 3人

2月7日（水）

総合的学習「調査活動」で来館。（指導：大原）

④福島小学校（徳島市） 3年生・ 110人

2月16日（金）

社会科「むかしの道具しらベjで来館。収蔵資料

を陳列し、体験してもらった。（指導：庄武）

⑤八万南小学校（徳島市） 3年生・ 52人

3月9日（金）

「総合的な学習一課題解決学習－Jで来館。事前
に展示を見学し質問をもっての再来館だったが、質

問のほとんどが恐竜関係に集中していた。

（指導：両角・大原）

(2）学校の授業への講師派遣（出前授業）

学校からの依頼に応じて、学校での授業に学芸員を

派遣した。授業では教員と共同し、持参した博物館資

料を活用するなどして、児童・生徒の理解を助けるよ

う工夫した。

①石井中学校（石井町） 2月26日（月） ・ 28日（水）

博学連携モデル事業として、 1年生5クラスで理

科「地層の中の化石Jの授業を、博物館から持参し

普友教育事業 27

博学連携の授業「地層の中の化石J（石井中学校）

た化石標本を使って教員と共同して行った。（講師：

両角）

(3）博物館資料の学校への貸し出し

学校の授業等で活用してもらうため、平成10年度か

ら博物館資料の学校への貸し出しを行っている。学校

貸出用資料リストを学校に配布して利用を呼びかけて

いるが、まだ利用は少ない。今後、貸出用資料の充実

と利用促進を図っていく必要がある。

①新野西小学校（阿南市） 4月29日～ 5月15日

貸出資料：火おこし道具（マイキリ 5組、火打ちガ

マ1個）
利用目的：社会科の授業

②脇町小学校 11月l～10日

貸出資料：火おこし道具（マイキリ、ヒキリイ夕、

ヒキリギネ、ホクチ） 6手証

利用目的：社会科の授業

(4）そのイ也

博物館での授業、講師派遣、資料の貸し出しに限ら

ず、学校の授業やクラブ活動等で自然観察、生活体験、

歴史学習等をしようとする場合、どんなことをしたら

おもしろいか、どんな資料が活用できるかなどについ

て、学芸員が博物館での普及行事等の経験を踏まえて

教員の相談に応、じることにしている。

その他、徳島県教育委員会からの依頼により、教員

対象の研修会を当館で実施し、当館職員が指導に当

たった。

．平成12年度初任者研修講座（徳島県教育委員会）

8月22日（火） 参加者14人

講義：博物館の概要および学校教育との連携

（講師：天羽）

博物館の普及活動について（講師：山口）

研修：博物館の裏側見学



普及教育事業28 

理

子土

理科

社会

社会

と学校と

「「分
に

と

を

。山口ー坂本）（案内：

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
一

1

一
、
一
一
1

－

一
一
片
一
づ
一
一
月
一

一H
A
－
－
一
一
レ
い
一
一
日
川
一

一
ト
ト
一
一
一
J
1

ぺ
一
一
Z
1

／一

一
一
河
J

一
主
司
一
一
一

一
一
1
i
一
E

一

一

一

一
一
鳴
一
北
一
豊
一
一

一

一

一

一

一

一

i
T
 

貝

し、博物館と

における

における博物語の活

にうもいて協議した。

理

理科
→ 一一一一一一

阿波中 ｜社会

一一一ベ二

台
一
恥
一
世
一
じ
一

L

一

一

及

一

－

一

一

千
一
得
一
一
湘
一
一
川
崎

正典

昌彦

再：角芳郎

出口芙二

坂本

品島

田；量力

憲子

15: 30～17: 30 

15: 00～17: 00 

につい

デル事業について

される

広報活動F
h
d
 

4月26日

間程しミト5月2B 
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（人文）「山

の間程について一

「事銘九江j

門展示［江戸時代

-Jについて

6月14日戸., -

7月13日

8月243

ニュースをはじめ、

し物案内リーフレット、月

幅広く配布することにより、

めている。これら

ほ

る。また、

ている。さらに、

ピスも才子った。

ニュース、 ずp
'O・スター

と展

9月30日

12日

128 

11月3ヨ

の

了博物館こどもの日ブェステイパルjの詞

催について

企画展

について

(!) 2 B 
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アンデス最古の

について

3月15日

95 

80 
1つ
よ中

55 
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226 

.30 

45 

32 

61 

小学校

(5）博物舘と学校との連接に顎する

と学校との連携を進めるため、

と学校教員で構成される

の連携に関する研究会」（略称［

した0

12年度は2屈の苛究会を

の交流を図るとともに、

への支援のあり方およ

用方法、博学連携モデ

母語 1田研究会

日時： 11月17日（金）

場所：

防題：

2囲研究会

日時； 2月27日（火）

場所：

議題：博

」

3月.31El現在）

,-i--,. >..L....r.t.~ 叶

う百il:frfil己又
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13: 00～15: 00 : 5月14日（臼）

以上のほか、毎月の F濯し物案内

によって8月末、 11月末、 3月末日

についても資料提供を行った。

ス使用）

、愛媛総合科学博物館

を見学した。

日時： 6月18日（日） 9 : 00～18: 20 

参加者： 47人

。第2田園瀬JI

111キ；l・ 434人

ム一品博物語友戸。担

や八万町の水田

レ

時： 7月238（日） 9 : 00～14: 00 

所：文化の森～八万町一帯

参加者： 8人

口一日

田賢次・

会長：

副会長：天羽利夫

真貝

事：石原幹

口古墳など

と共催）

を記念し、常設展展示物の写

生大会を行った。なお、 12月5～24日には作品展

を開催し、全作品を展示した。

日時：日月 3日（金）～ 5司（日）

参加者：約300人

。第3回

文化の森から四

をJ菜J検した。
日 E寺： 11月12ヨ（日） 9 : 00～14: 00 

：文化の森～上八万町樋口

参加者；

O秋の研修会（貸切パスイ吏用）

場事業

①博物舘出版物の増刷ー

博物館発行の企画展図録およ

布を行った。また、徳島の自然と

んさつjの増制。

。第 1盟国瀬川i探検
国瀬川河口から上流！／こ向かつて、届辺の自然ゃ

を探りながら探検した。

: 5月28臼（日） 9 : 00～15: 00 

所；津田構～文化の森

参加者： 7人

O初夏の研接会
別子鋳j

一
「
／
日
～

二
、
ら
ず
れ
つ
d

4
1
2

／

え

畏

i
仏

画

N

金

した。

と共催）

を行った。ま

など

ニュース、

、十円出し物案内などを

会会報 fアワーミュージアム
し、会員に送付した。



1年間の普及行事予定を

1）ーブレット。 14万部印刷し、

生及ぴ教職員全員に配布した。

スとともに発送するほ

に自由にとってもらったり、

に配布したりしている。

月間穫し

各月の普及行事の

内を印制した B4のビラ。

るほか、来舘者にも捷供している。

曾博物館引率の手引き

どの利用に役立つよう、

藷案内、見学に当たっての留意点、観覧科減免申請

きなどについて説明した小冊子。年度初めに

内各学校に送付している。

また、 1奪年男君Eニュー

り口に置いて来

参加者

P‘、
りしノ

とはどう

ハイガイと

レブアレンスQ金A iシカ／アクニ

いう日ですか？

1 B 

アサギマダラと四国

41 

Culture Club 

ッタス

41 

Cultur・εClub

歴史散歩

ックス

世紀末大博覧

ム、仁？’同＂仁 iHll'l----1ノ1、 CCJ ノ γ1----st""'i/-.,Iiス口、

、情報ボックス、レマアレンスむ＆A、普及行

と言己主議などからf弄成されている。 A4判， 8 
ージカラー）で6ヲ000部を印刷している。

には次の4号を発行した。また、

ニュースの当自室ホ ν ムページでの〆公開をま台めた。

審No司39(2000年6月25日

C江lturεClub 鳴門

速報 前山 1号墳の発掘調査（2)

企画展 企画展侵入者たち

てきた生き物たちの光と

初代天狗久作娘頭’初代天狗久間保

レブァレンスQ&A

ったの

事No阻40(2000年9月16日発行）

Cultu問 Cl油岩窪遺跡の調査

1500万年前の魚、の化石 ミヤ／シタ

サッパ

文化の森総合公園開菌10周年企画展
A 
-;rs; 

鎧蔵品紹介 アメリカ軍投下ピラ

レファレンスQ&A 石を割った面にシダの葉のよ

うな模様がついていることがありま

すが、それは化石ですか？

はな

を紹介

らやっ

霊童徳島の自然と歴史ガイド②「文化の森の植物かんさ

2000年3月31日発行、 A5判48ページ

ジカラー入 700部十友の会場制分300部

文化の森や身の回りで見られる植物

ガイドブァタ。友の会で増剥ョ頒布している。

んごをつく

に：泊の研イ！多旅行を

など古代のロマンを堪能した。

時； 11月25臼（土）～26日（日）

: 43人

O七草がゆ・草だんごをつくろう
とヨモギを集めてお
l ナ事
」〆，」O

: 2月4日（日） 10: 00～15: 00 

と

重量博物舘ニュース

長官の広報誌で、内容は、

する

普及教育事業

口い

ア留

30 
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「庶務係
総務課-j （事務職員2)
同 ｜ （臨時補助員 1)

L普及係

（事務職員2)
（文化推進員 1)
（受付案内員 8)

＜自然課＞

自然課長大原賢二（動物）

主任学芸員佐藤陽一（ク）

ク 小JII 誠（植物）
ク 田遺 力（動物）

ク 中尾賢一（地学）

学芸員茨木 靖（植物）

文化推進員坪内千恵

今 中谷敬子

臨時補助員山内裕子

ク 岩佐春香

＜人文課＞

人文課長山川浩賓（歴史）

専門学芸員高島芳弘（考古）

主任学芸員大橋俊雄（美術工芸）

今 長谷川｜賢二（歴史）

イシ 魚島純一（考古・保存科学）

学芸員庄武憲子（民俗）

文化推進員原多賀子

臨時補助員赤岩愛子

イシ 遠藤仁美

1 .組織・職員

( 1）組織図（平成13年5月9日現在）

長

長

幹

館

ω
館

ω

会

副

副

主

議

下
i

l
「｜

L

蹄

長

ω

物

館
ト
I

l

l

1

1

1

l

i

l

i

－

－

i
l
l

博

自然課（学芸員6、文化推進
闘 員2、臨時補助員 2)

人文課（学芸員6、文化推進
(9) 員1、臨時補助員2)

(2）職員名簿（平成13年5月9日現在）

館 長天羽利夫

副館長喜田正浩

副館長両角芳郎（地学）

主 幹（総務課長兼務）米益麻夫

＜総務課＞

総務課長（庶務係長兼務）米益麻夫

主 事亀井美穂

普及係長山口英二

主 事坂本和裕

文化推進員島さなえ

臨時補助員近藤早苗

受付案内員佐々木千恵

佐々木道子

柳沢希世子

吉田友子

山崎 光

加藤楊子

荒井美奈

行譜ゆかり

(3）人事異動（平成13年4月1日付、カッコ内は前

職）

退職：山口都志江（平成13.3 .31退職）

転出：日下武久・ 21世紀館副館長へ

転入：喜田 正浩（鳴門財務事務所次長）

亀井美穂（那賀高校事務主事）

(4）平成12年度非常勤・臨時職員

・文化推進員（非常勤特別職）

小林千恵（平成10.5. 1～ 

原多賀子（平成11.4 . 1～ 

i賓田康代（平成11.5. 1～12. 5. 31) 
島さなえ（平成12.4. 1～ ） 

福永千賀子（平成12.6. 6～12. 9 .30) 

坪内千恵（平成13.1. 1～ ） 

．臨時補助員

板東利枝（平成12.4. 1～13. 3. 31) 

騎馬貴子（平成12.4. 4～13. 3. 31) 

佐野真樹子（平成12.4. 1～13. 3. 31) 



義勢簿嘉県立博特舘協議会委員名簿
（平成13年3月31日現在）

役耳石~
l県小学校教育研究会理科部会長 I 
和田

市中学校教育研究会社会科部会長

時間中学校校長

ボランテイアグ）し～プ「うずしおネッ
育代｜
トJ運営委員会委員

ぴ事業報告について

び、事業計画について

る？専物宣言」のありノ庁につ

｜ 予算額計 普及教育 ｜ 自 管理運営 展覧事業 調査研究 資料収集保存

報 酬 26,220 26,220 

，貝fヨー 697 , 697 

漬費 1,160 450 30(つ 170 240 

旅 費 8,076 928 2,406 3,679 8S::l 180 

需用 33,585 3,993 635 3,975 4,179 1,803 

務費 10,715 1,859 5,733 57ら 1,782 765 

委託 9ヲ376 7ラ376 2ヲ003

借 828 127 471 30 200 

備品 46ラ888 1,618 2,806 2,086 ホ40,378

負担金 i 146 81 65 

言十 149,694 47ラ523 38,877 10ヲ711 49,395 3,188 

（単泣：千円j

鳴門教育大学助教授

γ（、、て、一ー ーノ V,

名

928千円を含む。

③「県民に

いて

④ 

⑤そのi

中田

芝原

校教育｜高島

氏分

議事

反

は、博物館の運営に関し語長

に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる

で、博物館法およ

施設条例の規定に基づき設置されている。

12年度は協議会を l[g_j開催した。

をよ表に示

署警平成12年震博物鵠費（2丹現計予算額）

キのうちには、

13: 30～16: 00 

（平成12.4. 1～13. 3 . 31) 

5. 1～13. 3⑤31) 

（非常勤特別職）

（平成：0.4. 1～13. 3 .31) 

4 .12～13. 3. 31) 

（平成10.10.1～ ） 

（平n立11.4. 1～13. 3 . 31) 
（平成12.2. l～ ） 

（平成立。 4.l～ 12. 4. 17) 

（平成12.4. 1～ ） 

4. l～）  

（平成12.4. 19～ ） 

註）

2月現計予算額（2月

す。

代

香

員

子

子

恵

和

子

美

子

子

光

千

春

内

恵

一

尽

千

美

道

恵

世

一

友

美

嚢

木

木

希

内

付

内

福

々

脇

々

藤

沢

田

崎

竹

一

受

辻

地

佐

森

佐

斎

楠

山

品
轡

筆パ予
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ヰ週各種委員 e 非 講蔀等の受諾

平成12年度に博物館職員が委嘱を受けた各種委員会

委員、大学非常勤講師等は次のとおり。

天羽利夫

穂島

（平成11.7 . l～13. 6 . 30) 

日下武久

徳島市立徳島域博物館協議会委員

（平成10.5. 1～13. 3. 

両角芳郎

（平成：2.4. l～13⑤ 3. 31) 

住藤陽一

とくしまJIIづくり委員会委員

（平成12.10月～14.3 . 31) 

島芳弘

智、島市立考古資料館資料展示検討委員

（平成12.2. l～14. 3 . 31) 

長谷川賢二

松茂町歴史民俗資事特吉司人形浄瑠璃芝居資料館協議

会委員（平成lL4. 1～ 13萄 3.31) 

岡山大学文学部非常勤講師

（平成12.4. l～13. 3 . 31) 

穂高県同和問題啓発をすすめる会専門委員

（平成立.4. l～13. 3萄31)

史の道研究会会員

（平成12.5. 1～13. 3. 31) 

穂島県同和地底民俗文化史調査委員

（平成12.8 .10～13. 3 . 31) 

魚島純一

四国大学非常勤講師（平成12.4. 1～12. 9 . 30) 

庄武憲子

神山町史編集委員会執筆委員

（平成10.7, 1～15. 3. 31) 

5 .コ 二L一一 フー

平成立年度に COMET（徳島県文化国学習構報シ

ステム）のコンピュータシステム更改が行われ、

システムおよび

分が変更されたO 特にj吉報提供システムはインター

ネットベースに変更された。

( 1）システ

f専物宣言のコンピュータシステムは、職員が日常的に

管理運営 33

イ吏う ミ来館者や館外者が利用する情報提供用の

2つに大部できる。

業務用システムでは、研究室ー作業室ー収蔵庫。事

務室等をイーサーネットでつなぎ、 2台のファイル

サーバを中心とした Macintoshによる LANを構築し

ている。職員：人につき l台のパソコンが支給されて

いる。業務用サーバのデ タは、 21世紀舘に常駐する

SEによって毎日パックアップがとられている。

情報提供用システムでは、館内では LANにより、

蕗外へはインターネットによる情報提棋を行ってい

る。従来の COMETによる資料データベースの提供

は、 MicrosoftWindows NT Serv紅によって運用さ

21世紀舘がシステムの管理を行っている。博物語

の催し物や各種ニュースなどは、 Macintoshを龍った

WWWサーパで博物館のホームページとして公開さ

れ、このサーバに関しては博物館が管理を行ってい

る。

(2）システムの活用

争資料管翠

博物館では収蔵資料をデータベースに してい

る。資料データベース作成l土、各分野ごとに担当学芸

員が様々な目的に応、じた柔軟なデータの加工ができる

よう、市販ソフトであるファイルメーカ Proを用い

て行二っている。

データベースを罷って、資料ラベルや資料目録の作

成、資料受け入れ・貸し出し管理、各種調査や問い合

わせのデータ作成、情報提供用データの作成等の

を行っている。

畿各種データベースの構築

にも次のような各種のデータベースを

している。

－図書データベース

。画橡データベース

タベース

e 発送先住所データベース

審普浸活動忍び広報活動への活調

各種の広報用印刷物はノベソコンを使って編集し、デー

タを印刷業者に渡したり、レーザープリンタで出力し

たものを原稿としてノ弔いている。12年度も、憧し物デー

タベースを構築し、それを利用して濯し物案内丈の作

行事記録の作成を行うようにした。さらにデータ

ベースと電子メールソフトを連携して、電子メールで

の催し物案内サーピスを行っている（均年3月末現在

の登録者約299名） 0 

争むOMETを通じて

の森では、 COMETを通じて 者や各家庭



13: 30～17: 00 7月4B （火）
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8 : 15～12: 00 

の

- －，ふ、 1守「、－ ぷ ,,,. / 

』一一ー 」ーL , 、'd、にー

正
義
董
…
土
人

正

正

中

国

太

原

江

崎

田
本
仁
樫
一
河
山
石

a 友の会、

・学芸員関連のページ

メニュー（子供向けメニュー、 コーナーな

事

事

を担当する館が2年ずつ持ち回りで幹

事館をつとめることになっており、平成12～13年度の

2年間は当館が幹事をつとめることとなった。

平成12年度の役員会および総会は次のとおり穂高市

で語鑑された。

812年産投員会＠

：ホテル千平大関

：役員改選

平成11年度事業報告及び決算報告について

新規加盟施設の紹介及び会費決定について

平成：2年度事業計画案及び予算案について

その他

7月5日（水）

：霊山寺、 ドイツ

理

理

理

理

理

舎インターネットの活用

電子メーjしやホームページを議員が利用できるよう

になり、各種問い合わせや連絡、情報の収集に活用し

ている。メーリングリストを利用し、

簡の情報交換もさかんに行われている。

鳴門市ドイツ
／つ

、！珂？反抗古田た

震の展示パネルの多くやラベルi土、パソコンで

作成し、レーザブワンタやカラープリンタで印刷した

ものを｛吏うようになった。

ほた～， 
'--

日常の博物館業務管理にもシステムを活用して

札定要作業王子集計作業の効率化計~っている。
1) 王なと

を取りまとめ

10: 30～12: 00 

①加盟舘圏

スト

アンケート

布した。

②役員会の需催

。日時： 6月9日（金）

場所：穂高県

：総会について

ーワトも自

司よ( 1) 

囲国支部

よぴ百本博物館協会同

居地Eの博物館および相当
が加盟している。国

にさまざまな情報提洪を行っている。博物館でも収蔵

資料データベースや図書データベースを公罰してお

り、情報提熱する項自のテキストデータおよ

を専用フォルダーに入れておけば、夜のうちに自動

的に情報提供用のデ タベ スに取り込まれる仕組み

になっている。

事ホームページによる靖報提イ共

インターネット利用者の増加に伴い、博物館でも

の技術を活用した情報提供の可詑性を謀ってきた。

の7月から、次期COMETシステムの実験と

いう性格も兼ねて、新ホームページの運用を始めた。

その成果をもとに、 12年度は新システムの運用に伴い

ホームページも実運用を始めた。ホームペー

ジの主な項ヨは下記のとおりである。

⑨博物錆の紹介（開館日＠交通案内など）

常設展）

・催し物、普及行事の案内

＠調査研究活動の紹介

ー収集保存活動（データベース）

田

部l土、

組織で、
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発情報センタ一、

心。

加盟舘棺互協

~JI 仇品、新

について ら加入しており、毎年l留

しているほか、加入機関と

戸寸

ー口

③総会の開法

日時： 6月ga （金）

について

14: 00～16: 00 

。

子長博｛田について

内

ンノム、

を三万閉した。

⑤とくしまミュージアムスタンプラリーの

9年度に作成した「槙島博物館マップjの有効利

用とともに、入館者の増加をはかるなど、

動の振興を函るため、11年度から 3年間の期限で「と

くしまミュージアムスタンブラリーJを実施してい

田

館物吉了、Jノ
目

ν扶…

自

館

自
物

と

ム
由
ず

qL

i
l
－
－
ノ

ム
ヰ
ム
リ
一

県
同
県

島

庫
憶

兵

①学校貸出吊実物標本セットなどの

次の生つの標本セットを製作し、各セットの A4

シートを印刷した。解説シートl土、 13年度に

印刷するものと合わせてファイルし、学校に配布す

ることにしている。

また、製作した

におい

26・288）。

－鳴門海峡海底のナウマン

アンモナイト

ヨ勝浦JII流域の白

－身の回りの植物を使った紙づくりセット

②環瀬戸内地域博物館横断検索システム

ネットワーク推進協議会加盟の各博物館が所有卦

公開している様々な情報を集約し、利用者が知りた

いキーワー？で一括して検索できるシステムの構築

を行った。 3月から一部の公闘を始めている。

』ア
ノ

ット等を活用し、石井

デル授業を行ったけ月

る。

2年目の12年度は11組問名の完走者（スタン

リーに参加する37舘すべての見学者）が出た。

による共同事業検討会の

15日（金） 14 : 00～16: 00 

ウイヒ石（レプリカ）ための所蔵品リスト

開講産開催のための講師リスト作成など

ットワーク

、調

、人権センタ一、

された。現在、

: 11年度事業報告並

監査報告について

12年度役員について

12年度事業計画並 fや｝ア

④研修会の

司時： 2月8日（木） 0 9日

：ラピス

：講演

ラピス

( 9 a) : 

B 展示全国ネットワーク

のための研究、

に関する

トJ）は、
することを目的に、

査研究、展示等を行う

研究所等により、平成8
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7匿援察等博物語

4月26日 大阪市立自然史博物館学芸員 佐久間大輔

氏ほか1名

5月口日 中国広東省人員代表大会代表田一行12名

5月116 滋賀県同和対業課主幹北Ji！久和氏ほか：

5月12日 愛媛県歴史文化博物舘学芸員 井上淳兵ほ

か2

5月四日 山梨県学術文化貯課長望月三千雄氏ほか

1名

6月28日 四国大学図書館学受講生42名

7月四日 山形県知事高橋和雄氏ほか3名

8月11日 岡山県教育庁文化討課長補佐

ほか2

8月22日 引田町歴史民俗資料館学芸員 萩野憲司氏

9月66 愛媛県総合科学博物語展示案内員17名

9月12司 神戸女子大学文学部史学科教員 a 大学院

生ー学生一行102名

9月13日 静同県企画調整部政策：企画室長望月

氏ほか4名

9月20日 神戸女子大学文学部史学科一行

9月29司 石川県立美術館学芸員専門員 富衛氏

6日 大阪人権博物館学芸員 吉村智博氏

11月8日 山梨県議会教育車生委員会一行13名

11月：2日 鈴鹿市玉垣会館等運営委員一行23名

17日 NTT新岩浜支店一行

11月18日 Mr. PetεBrown, Bolton Museum （イギリス）

11月218 岩手県立博物館主任専門学芸調査員 咲山

11月22臼 梅野光興・

亮氏

11月236 香川県歴史博物館学芸員 野村美紀氏

11月29日 京都文化博物館主任学芸員南博史氏

12月14日

彦氏ほか1名

：月26日 大阪市立自然史博物舘副館長嵯織出j享二

氏ほかl名

：月31日 香川県歴史博物館学芸員謂光氏

2月23日 丸亀市立資料館学芸委員、運営協力委員

行10名

3月1司

3月13臼 奈良県社会同和教育地区指導員

5名

3月148 文化庁伝統文化課文化財調査官 宮田繁幸

氏

3月16司

構造改革部会一行8名

3月258

3月28日 萩市郷土博物館学芸採長

l名

3月298 宮城

ほか

力氏ほか2名
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上沿革
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韓

昭和34年12月 田博物館（密島県博物館）設置及び開館

の

( I日博物舘に関するj仕草は「諸島県博物館30年史J参照）
昭和田年1月 文化の森構想、発表

4月 置県百年記念文fヒ施設等整備基金設置

昭和56年2月 文化の森懇話会報告書提出

3丹 文化の森建設地を諒島市八万町向寺山及び寺山に

12月 博物館基本構想、検討委員会を設置

昭和田年3月 丈イとの森総合公冨を都市計画決定

昭和田年1月 博物館基本構想、検討委員会が

4月 美指品等取得基金設置

5月 博物館資料収集展示委員会を設置

昭和60年8月 文化の森総合公園起工式挙行、基盤整精工事に着手

jを知事に提出

とアルゼ、ンチン共和国ラプラタ大学との相互贈与に関する合意書締結

昭和61年3月 丈化の森の各文化施設基本設計（文書館を除く）及び博物館展示基本設計完了

昭和62年3月 各文化施設実施設計及び博物語展示実施設計完了

8月 各文化施設（丈書館を除く）建設工事着手

昭和田年7月 博物館展示工事着手

平成元年4月 j日博物館展示室開室

博物館笥近代美術館・ 21世紀館棟本体工事竣工

平成2年3月 IB博物館閉鎖、

4月 文イヒの森総合公園丈化施設条例施行により、博物舘（徳島県立博物館）及び博物館協議会設置

10月 博物館展示工事竣工

11月 文化の森総合去園罰圏、博物語開館

平成3年2月 博物館資料収集委員会設置

平成4年3月 博物館が、日本育英会の第一種学資金の返還を免除される1践を震く文教施設として指定される

8年4月 博物館管理規制の一部改正により、全祝日ー体臼の開宣言を実施

2国雄設の概要

母所在地 穂高市入万町向寺山

事敷地面積 40.6ha （文化の森総合公園全体）

鐘建築面覆 8, 363m' ( 3館棟）

題豊廷京面講 22, 382m2 ( 3舘合計 積層部分を含めると23,814m') 

8ラ133m2（持物館占沼スペース）



施設の概要 41

事構造規模 鉄筋鉄骨コンクリート造地＿t4階・塔屋l階・地下1措
場設 計 （彬左藤武夫設計事務所 a側日建設計・（掬環境建築苛究所共同企業体

争施 行

建築 大成建設。フジタ工業・不動建設 6 熊谷組，間組共同企業体

電気一一一呂田電気工業 a 近畿電気工事共同企業体

空調一一一東洋熱工業＠三機工業⑮ナミレイ 共同企業体

管 朝日工業社，大成設備共同企業体

エレベータ 樹東芝

家具 富士ファニチア械

移動震示ケース 側三井

震示 佐和丹青



42 施設の概要

3薗博物舘各室覇覆

企画展示室 po d斗A

室※一一
備1分一十一
準部一一一ニ＝二
庫庫一座庫室室室用一一
LL蔵蔵管理主ハ一一
収収保凍工処他一仁川J一同学古時存の一ノ一

地考一倉冷石保そ一一

｛ エ＂＇弓 名 面積m'

培 門主手 23 

メノ日1コ〉、 庫 21 

倉 産 15 

エレベーターホール 37 

湯沸室 12 

講座室 123 

実習室 146 

実習 a 講座準備室 34 

レブアレンスjレーム！ 81 

錯長室 53 

！心議室 21 

事務室 133 

（自然史） 106 

生物標本作成室 28 

飼育室 21 

研究室（人文） 80 

地学考古宍俗作条~ 64 

分析室 64 

分析室 2 48 

X 48 

保存処理室 2 100 

薬品庫 22 

資料鑑定室 22 

生物j夜浸収蔵庫 100 

電子顕機鏡室 30 

書 庫： 97 

資科室 20 

書類保管庫 35 

その他共用部分※ 468 

ノj、 両i 2,052 

325 

展示ロビー

エレベーターホール

廊下

その飽共用部分※

小 言十

ウ
d
f
n
u
f
J

つω

判

2

6
必

2,957 

薄物語占用ヌペス

エレベーターホール

特別収蔵癒 l 

特別収蔵庫 2 

RJJI 化室

歴史民俗収蔵庫

37 

37 

35 

357 

380 

151 

lヲ042

※は荷解場、廊 F、便所、
機械室など共用部分の、美術
よぴ、21世紀諮との案分1E

積。

lF 
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44 

審曹、島県文化の森総合公 ヒ施設条明［抜粋］

制 定平成2年3月26日語、高県条例第11号

最近改正平成9年3月28日 f恵、島県条例第34号

（設置）

第1条 個性豊かな県民文化を振興し、魅力のある地域づくりに寄与するため、県民の文化活動の拠点として、

島県文化の森総合公園文化施設（以下「文化施設Jという。）を徳島市八万町に設置する。
（名称及び業務）

2条 文化施設の名称及び業務は、次のとおりとする。

名
ヰ
古
木 務

｜ 

標本、模型、文献、写真その他の資料（以下「博物館資料jという。）

を収集し、保管し、及び畏示すること。

(2）博物舘資料に関する調査研究を行うこと。

(3）博物語資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。

( 4) その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施する l

こと。 ｜ 

（以下「博物館jという。）

（利用の許可）

第3条（省略）

〈観覧料等）

第4条博物舘が展示する

る額の観覧料を徴収する。

は美術館が展不する を観覧する者に対しては、別表第 1に掲げ

'1 
ム

3 知事l土、特別の理由があると認めるときは、観覧料又は使用料の全額又は一部を免除することができる0

4 観覧科及び告用料の徴収の時期及び方法その地観覧料及び使用料，に関L1.".，要な事項l土、規則で定める。

（損害の賠償）

第5条 文化施設を利用する者は、文化施設の施設、資料等をき損し又は亡失したときは、これによって生じた損

害を賠償しなければならない。ただし、知事は、当該き損又は亡失がやむを得ない理由によるものであると

るときは、その賠撞責任の全部又は一部を免除することができる。

（職員）

第G条 図書館法（昭和25年法律第118号）及び、博物館法（昭和26年法律第285号）に定めるもののほか、文化施設

に、館長その他必要な職員を壁く。

（協議会）

第7条 教育委員会の附属機関として、次の表の上欄に掲げる協議会を置き、これらの協議会の所掌事務は、そ

ぞれ同表の下摘に掲げるとおりとする。
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務

運営に関し舘長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意晃

を述べること。

事
モ令
弓ユ名の/-",,. 

Z三三議協

立博物館協j恵島

(4館の各協議会の所掌事務は省略）

る。

に関レ£、要な事項は、教育委員会規則で定める。

は、教育委員会規則で定める。

4条関係）刻表第1

ハ、～
'ili: 

震画b-
JJ:::今

体回人用
問

団体（20人
以上をいう。
以下同じ。）

震二Ju
ロ又常

単iヌ

人イ罰

知事がその都度

定める額

40円1人 l回！び中学校の生徒

高等学校の生徒並びに高等専門学校及び、

！大学の学生並びにこれらに準ずる者

2 協議会は、委員：0人以内

3 （省略）

4 委員の任期i土、 2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前住者の残任期間とする。

5 委員は、再任されることができる。

6 前各項に定めるもののほか、

（教育委員会規則への委任）

第8条 この条例に定めるもののほか、文化施設の管理に

小学校の

80Fl 100円

160円200円l｝、lその他の者（学齢、に達しない者を除く。）

重襲纏轟県立博物麓管理懇到

徳島県教育委員会規則第9号

徳島県教育委員会規則第7号

平成2年3月31日

平成8年3月29日

定

正
幸

改

／土防ヒニ＇＼
りぜ！！！ 手ヨノ

l条 この規出は、徳島県立薄物館（以下「博物館J
百）

第2条博物館の休館日は、次に掲げるとおりとする。

( l) 月曜日 ただし、その日が国民の祝日に関する法樟（昭和23年法律第178号）に規定する休日（以下「休日j

という。）に当たるときは、その後においてその日に最も近い休日でない日

(2) 12月28日から翌年の］月 4日までの詰

2 穂島県立博物館長（以下「館長jという。）は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にか

霊長時に休館し、又は同項に規定する休館日に開諒することができる。

（｛共用時間）

第3条 博物館の供用時間は、午前9時30分から午後5S寺までとする。

2 館長は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず、同項に規定する供用時簡を変更すること

ができる。

（遵守事項）

4条 博物館を利用する者は、徳島県文化の森総合公園丈化施設条例（平成2年穏島県条例第11号）及び、この規

るものとする。

わらず、

という。）の管理に関レ五、要な事項を
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に定める利用者心得そ らない。＂」－ ' L 、
どすふりなげ

を禁止し、又 を ることができる。

び伝染性の疾萌にかかっていると認められる

諸条の規定に違反し、又はそのおそれがある者

（資料の特別利用）

＼
｝
／
 

IB－－
 
／
tt、

6条 学令官その他の目的のために

けなければならなし＝。

（靖国J)

模写等をしようとする者は、あらかじめ、語長の承認を

I この規則に定めるもののほか、 る。に関し必要
ドム

H、

警警槙島

制定平成2年3月31日 誌島県教育委委員会規則第4号

（趣冒）

1条この規則；土、

き、

第7条第6項の規定に

るものとす

る。

ぴ副会長）

に、会長及び副会長1人を置く。

2 会長及び副会長は、委員の互選によって定める 0

3 会長i土、協議会を代表し、会務を総理する。

4 副会長は、会長を捕佐し、会長に事故があるとき、

（会議）

3条協議会の会議l土、会長が招集する。

2 協議会の会議l立、委員の半数l2J、上の出席がなければ、開くことができない。

.3 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否問数のときは、会長の決するところによる。

けたときは、その職務を代理する。

4条 この規到に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。

重量纏島票数育委員宮

制 定昭和初年3月31日徳島県教育委員会規制第4号

最近改正平成13年3月30El 徳島県教育委員会規則第13号

l章総則（省略）

2章事務局（省略）

第3章教育機関

第3

（名称及び、位置）

第24条 穂島県文化の森総合公園文化施設条例により

称及び位置は、次の表に掲げるとおりとする。

する条項のみの抜粋］

島県立博物語

された穂高県立博物館（以下「博物舘jという。）の

名 位

認島市八万町向寺山
一一一」

積二
同

i豆

島県立博物館
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（内部組織等）

第25条 博物館に総務課、自然課及び人文課を置き、総務課に庶務係及び普及係を置く 0

2 前項の課及び係の分担事務は、舘長が定める。

（業務）

、次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 考古、歴史、民浴、美手伝工芸、動物、植物及び地学に関する実物、標本、摸塁、文献、写真そのr抱の資料（以

下「博物館資料jという。）を収集し、保管し、及び展示すること。

(2）博物館資料に関する調査所究を行うこと。

(3）博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。

（り その地博物語の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること。

6節 職及び職務［博物館に該当する条項のみの抜粋］

（所長等の職務）

第32条 教育センタ一、情報処理教育センタ一、少年白然の家及び埋丈総合センターの所長、文書館、 21世紀舘及

ぴ中央武道館の舘長並びに県民運動場の場長は、 _t可の命を受け当該教育機関の事務をつかさどり、所属職員を

指揮監督する。

（次長等）

上司の命を受け、教育機関の長を譲住させるため、次の表の上欄に掲げる

育機関に置く。

に掲げるを同表の栢当

関
出
向
付耳設

図書語、博物館、美術館、文書館、 21世紀館長山
戸
口

h
宮
品冨日

する次長又は副館長が、そ

（教育センターその’抱の次長は省略）

に事故があるとき、又は教育機関の長が欠けたときは、当該機関

る。

務職

2 教育機関

の職務

（主幹等）

前条に規定する識のほか、教育機関に、次の表の上橋に掲げる職のうち必要な識を置き、その職務は、そ

れぞれ向表の相当下欄に掲げるとおりとする。

の事務に関し特に命ぜ、られた事項を処理する。幹

上司の命を受け、課の事務を処理する。長

に従事する。

る博物館又は美術舘の専門的事

とする事務又

に従事する。

は経験を必要とする博物館又は美術宣言の専門的事

I 1：司の命を受け、

ト務に従事する。

十上司の命を受け、係

上司の命を受け、

上司のオて
主主

二己
_____l__ 

専門学芸員

長

J二手
Zム

上司の命を受け、相当の

務に従事する。

、王マタ3プヲ事

主任学芸員

に従事する。上司事、王

る。上司の命を受け、博物舘又は美術館の専門

技師その他の博物館に置いていない職は省略）

員
--1ー？」

三氏
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4章前属機関

第37条附属機関の名称、 を担当する課又

名 称 イ立

徳島県立博物館協議会 ｜ 博物館

（事務局の各審議会、地舘の各協議会等は省略）

審纏島県立博物舘観覧料滅完要綱

制 定平成2年11月3日

最近改正平成8年4月1日

（趣旨）

は、次の表に掲げるとおりとする。

第1条 この要綱は、語、島県文化の森総合公園文化施設条例（平成2年穂高県条例第11号。以下「条例Jという。）
第4条第3項の規定に基づき、徳島県立博物館の観覧料のii戒免について必要な事項を定めるものとする。
（観覧科の減免）

第2条 観覧料を減免することができるとき及びその減免の割ノ含は、次の各号に定めるとおりとする。

(1）小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者並びにこれらの引率者が、教育課程に基づく

学習活動として観覧するとき。常設展観覧科の全額

(2) 身体障害者手帳の交付を受けている者及び第一種身体障害者（昭和昨年 1月66付け社更第4号厚生省社会

局長・児童家庭局長通知に定めるところによる。）の介護者（一名に限る。）、療育手続の交付を受けている者

及びその介護者（一名に限る。）並びに精神障害者探険福祉手帳の交付を受けている者及ぴその介護者（一名

に限る。）が観覧するとき。常設展及び企画展の観覧科の額に百分の五十を乗じて得た額

(3) 年齢満65歳以上の者が観覧するとき。常設展及び企画展の観覧科の額に百分の五十を乗じて得た額

(4) 学校週5百奇ljの実施に伴い学校が休業日となる土曜司（毎月第2土曜日及び第4土曜日、祝日を除く。）に、

小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。常設r震観覧科の全額

(5) 国民の祝日に関する に規定する祝日及び休日（ 1月1日を除く。〉に観覧する

とき。

(6) その地徳島県立持物館長（以下「宣言長jという。）が特に必要と認めるとき。館長が必要を認める額

（観覧料の免除申請等）

第3条 前条第1号により観覧科の免除を受けようとする者は、あらかじめ徳畠県立博物館観覧料免除申請書（様

1号）を館長に提出し、承認を受けなければならない。

2 館長i土、前項、の申請を適当と認めたときは、 （様式第2号）により承認する

ものとする。

3 前条第2号又は第3号に該当する者は、身体樟害者手帳、療育手帳並ぴに精神障害者保険福祉手帳又は年齢を

証明する資料を提示し、承認を受けるものとする。

様式第1号及ぴ第2号（省略）
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警暴籍、畠

制定平成3年12月lロ

（趣旨）

l条 この要綱l土、穂島県立博物館管理規期（平成2年徳島県教育委員会規町第9号）第6条の規定に基づき、

笹島県立博物館が所蔵する博物館資料（以下了資料jという。）の特別利用について必要な事項を定めるものと

する。

（定義）

第2条資料の特別利用と の他の研究及 又は

撮影しようとする場合、あるいは資料の貸出を

ため、資料を特別に詔覧、模写、

をいう。
／＝乙•＜｝±＼
けーケすE)

3条 資料の特別利用をしようとする者は、あらかじめ諸島県立博物館長（以下「舘長Jという。）に資料特別
申請書（様式第1号）を提出し、資料特別利用許可書（様式第2号）の交付を受けなければならない。

2 資料の特別利用のうち、資料の館外貸出を受けようとする者は、貸出を受けようとする自の30日前までに、

別利用申請書を提出するものとする。

3 舘長は、資料の館外貸出をする捺、｛昔受者から資料措用書（様式第3号）を提出させるものとする。

（許可基準等）

第4条 資料の特別利用ができる場合は、 の他の研究及ぴ教育又は文化に関する事業の用

的とするときに限るものとし、次の各号のいずれかに該当するときは許可しないものとする。

(1) 特別利用によって、資料の保存に意影響を及ぼす恐れがあるとき。

(2）特別利用によって、博物館の業務に支障をきたす恐れがあるとき。

(3) 寄託資料の特別利用をしようとする場合で、寄託者の同意を得ていないとき。

(4) その他、館長が不適当と認めるとき。

ることを目

2 資料の館外貸出を受けることができる者は、次のとおりとする。ただし、貸出期間は原則として45日以内と

る。

(1) 国立の博物館、博物館法に定める博物館及び博物語に相当する施設

(2) 社会教育法に定める公民鎮

(3) 毘立の図書蕗及び図書館法に定める図書館

( 4) 学校教育法に定める

(5) その他、館長が適当と認める者

（条件）

第5条 資料の特別利用を許可された者は、特別利用に際し次の各号を遵守しなければならない。

( l) 資料特別利用申請書に記載した目的以外に資料を利用しないこと。

(2）係員の指示に従って資料を取り扱うこと。

(3) 資料の惜受及び返納に当たっては、イ係員立ち会いのもとで、資料の確認、点検を行うこと。

(4) 特別利用に伴って必要となる経費は、特別利用する

（損害賠償）

第6条 資料の特別利用を受けた者が、資料を損傷又は亡失したときは、速やか

ころに従い、これを原状に復し、又はその損害を賠償しなければならない。

様式第1号～第3号（省略）

に届け出てその指示すると



50 f5ti鏡

審構島漂立博物館資料寄託麗扱豪華！毒

誌tc-'血．λと 平成3年12月1日

（趣旨）

第l条 この要綱は、徳島県立博物館管理規期（平成2年穂島県教育委員会規則第9号）第7条

博物語資料（以下「資料jという。）の寄託に関する取扱について必要な事壌を定めるものとする。

（手続）

第2条穂島県立博物館に資料を寄託しようとする

長（以下［宣言長」という。）に資料寄託申請書

を受けなければならない。

2 館長は、資料の寄誌を受けたときは、

3 寄託者に寄託資料を返還するときは、

（許可基準）

（以下一「寄託者jという。） I土、あらかじめ穂

1号）を提出し、資料寄託許可証（様式第2

3号）を交付するものとする。

えに行うものとする。

に基づき、

博物館

の

第3条 舘長は、資料の寄託の申請があったときは、次の各号のいずれかに

とする。

する資料について受け入れるもの

(1) 国指定丈イヒ討及び県 2 市町村指定文化財 されている資料、若しくはそ に準ずる

(2）博物館資料として展示等に活用できる資料

(3）博物館資料として保存すべき価値が高しかっ現状のままでは資料の保存が危倶される資料

(4) その他、館長が特に必要と認める

（寄託期間等）

第4条 間は、 5年とする。

2 寄託者が、 閤満了後において引き続き資料を寄託しようとする場合は、 -r 
＼ 2条による手続を行わ

なければならない。

3 寄託者が、寄託期間満了以前に寄託資料の返還を求めるときは、返還を希望する日の30日前まで

出なければならない。

に申し

4 寄託者は、寄託期間内に寄託資料の所有権に変更があったときは、速やかに館長に申し出なければならない0

5 館長は、前項の申し出を受けたときは、新たに所有権を有することになった者と協議し、引き続き資料の寄託

を希望する場合は、改めて第2条による手続を行うものとする。

（寄託資料の特加利用）

第5条 語島県立博物館又は第三者が、徳島県立博物館資料特別利用要綱に基づく寄託資料の特別利用をしようと

するときは、あらかじめ寄託者の承諾を得なければならない。

2 第三者が寄託資料を特別利用しようとするときは、

、館長の許可を得るものとする。

（経費等）

を

第6条 寄託資料の運搬等に要する費用については、寄託者が負担するものとする。

2 寄託資料の保管料については態収しない。

3 寄託資料に補修等の必要が生じたときは、館長と と協議して行うものとする。

（管理）

第7条 寄託資料の管理は、徳島県立博物館が所蔵する じて行うものとする。

様式第1号～第3号（省略）

要綱に基づく手続を
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